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I. 沿 革 と概要

1. 沿革

航空研究所は，昭和 33年3月31日公布の法律第 28号国立学校設置法の一

部を改正する法律に甚づき，航空に関する学理およびその応用の研究を行なう

ことを目的として，新しく東京大学に設置されたものである．

東京大学にはかって，同じ名称の航空研究所が付罷されていた．この研究所

は大正7年に航空学調査委員会の業務を継承して設立され，昭和 20年に敗戦

に伴う航空禁止令により廃止されるまで，航空に関する基礎および応用の総合

研究所として，わが国ならびに世界の航空学術に少なからぬ貢献を残した．

廃止の後は，施設ならびに人員の縮少転換が行なわれ， それを継承して，昭

和 21年3月，理工学研究所が設立された．しかしこの研究所においても，航

空に関する基礎研究には，引きつづいて深い関心が払われていたので，わが国

の航空活動が再開されるに従い，航空関係の研究部門の整備と増設が行なわ

れ，昭和 29年度から 32年度までの間に新しく 8研究部門の新設が実現した

わけであった．

一方において内外の情勢は，独立した航空研究機関の設慨の必要を思わせる

に十分であった．このような状況のもとに，理工学研究所においては，慎重な

討議が繰り返され，その結果前記の 8研究部門のほかに，在来の 11研究部門

の転換をあわせて，新たに航空研究所を創設，理工学研究所を廃止する こと と

なり，昭和 33年4月， 航空研究所の発足を見るに至った．その後既定計画に

よる研究部門の増設が引きつづき行なわれ，昭和35年度現在部門総数は25と

なっている．

初代所長は教授河田三治，つづいて昭和 34年4月から教授福井伸二が就任

している．

2. 組織および運営

a. 組織

研究所の主体をなすものは，25（将来は 28)の研究部門である． 研究部門

ー
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は原則として教授 1, 助教授 1,助手 2,雇員2から構成される．教授と助教

授は，それぞれ独立に研究室をもつので， 1部門について 2研究室があること

になる．

28の研究部門は運営の便宜から，次のように 4大研究部門にまとめられて

いる（＊印の部門は将来に設慨予定のもの）．

航空力学部

亜音速・遷音速空気力学・猿理論・境界層．

超音速空気力学．極超音速空気力学．

稀薄気体力学．航空振動学．機体動力学＊．

機体構造力学．機体熱強度学．

原動機部

ターボジェット機関．ラムジェット機関．

噴射推進機構．燃焼．潤滑．伝熱学．

原動機力学＊．

計測部

物理計測学．航空物理学．航空電気工学．

航空計測学．航空制御学．航空電子機器学．

材料部

材料加工学．材料力学＊．軽合金．航空材料（耐熱）．

航空材料（高分子）．燃料 ・潤滑油．

なお研究部のほかに，事務処理のために事務部，設備品の試作修理などのた

めにエ作工場が置かれている．

b. 運営

研究所の璽要事項に関する審議は，教授助教授の全員で組織される所員会で

行`なわれ，簡単な事項の処理は，各部の代表からなる幹事会で行なわれる．所

長は所員会および幹事会を召集し，その議長をつとめるなお所長の諮問に応

ずる目的で各部の代表4人からなる常慨委員会が召集されることがある．その

ほかに，工作 ・図書・ 厚生などの委員会があ り，運営の円滑と合理化がはから

れている．（66ページ，機構の項参照）
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3. 研究所の位置・敷地・建物

a.位置

東京都目黒区駒場町 856

b. 敷地・建物

敷地 ： 100, 331 m2 (30, 350坪）

建物： 建坪 15, 038. 113 m2 (4, 549坪）

延坪 23, 126. 383 m2 (6, 995坪）

各建物の配概は附図の通りである．

c. 各建物のおもな用途

：財建:1 用 途

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

 

1

1

1

 

機体構造力学・航空振動・機体熱強度学研究室

空気力学研究室

中央変電室，車庫

空気力学実験室

空気力学・燃焼実験室

事務部，有機・無機材料・材料加工学・燃料および潤滑油研究室

工作工場

材料実験室

金属加工実験室

門術所

原動機・潤滑・伝熱学研究室

航空電気工学・航空電子機器学・航空計測学・航空物理研究室
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国財建物

番号
用 途

13 材料実険室

14 （エ学部化学工学実験室）

15 金属材料実験室

16 原動機・欄滑実験室

17 （工学部化学工学実験室）

18 音轡実験室

19 I 会議室

20 原動機実験室

21 1 憫滑実験室

22 空気力学研究室

23 金属材料・耐熱材料 ・陪射推進機構・伝熱学研究室

24 燃料実験室

25 倉庫

26 航空電気工学・航空制御・航空計澗・航空電子機器研究室

27 媛房汽罐室

28 （教養学部研究室）

29 （物理化学研究室）

30 

31 | 

32 金属材料実験室

33 潤滑実験室

34 油庫

35 ロケット実験室

36 i 超音速気流総合研究室
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II. 研究活動の概要

1. 研究計画ならびに方針

わが国の航空活動は，戦後に長い空白期問を余儀なくされたが，この間に世

界の航空機は，性能と安全さにおいてめざましい進歩をとげている．飛行機の

最高速度は音速をはるかに越え，航続距離は地球を一周してあまり，自動制御

による安全な航空は，昼夜と晴雨の区別を極度に縮小している． しかも最近に

はロケットの進歩によって，人工衛星の成功が見られ，また原子力の応用も考

えられていて，いわゆる宇宙航空の時代が始まろうとしている．新しい国家の

計画として，航空はもっとも璽大な関心をもたなければならない．

航空学術の発達は，その 50年余の歴史が示すように，関連する科学の分野

の基礎的な研究と，それらの有機的な総合によって達成されたことは明らかで

ある．もちろん国家の政治も経済も，裏づけとして欠くことはできないが，少

なくとも，すぐれた基礎研究なしに，未知の領域を開く航空の進歩は望み得な

いであろう．航空の進歩にf半って，他の多くの分野の科学技術の水準が高めら

れてきたことも，航空の先駆的な役割を物語っている． しかもこの事情は，新

しい宇宙航空の発足とともにますます切実となるにちがいない．

このようなl青勢にかんがみ，本研究所においては，広い意味における航空の

研究，すなわち大気内と大気外の空間を問わず，ひろくその中を航行すること

に関する基礎学理，ならびにその応用の研究を行なうことを目的とする． この

ような意味で関連する学問の分野は極めて広範囲にわたるわけであるが，その

全部をつくすことは到底不可能であるので，本所においては，航空に特有の学

問で他の部門にはその開発を期待し得ないもの，または航空という目標の もと

に総合研究を行なうことによってはじめて発展を期待しうるものに限定し，さ

しあたり空気力学・飛行力学・構造学 ・原動機・推進・推進剤・材料・材料加

ェ・計測・電気 ・制御などの範囲で 25の研究部門が設けられている．（機構の

項参照）

一つの研究部門は一人づつの教授と助教授を中心として組織され，これらが

本所における研究遂行の単位となっている．これらの単位ごとにそれぞれの専

門の研究を進めるほかに，いくつかの研究部門が互いに協力して，具体的な目

標のもとに総合研究も行なわれている．
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総合研究は近代科学のあらゆる分野の発達にすこぶる有力な研究方式であっ

て，とくに航空においては前述のように必要欠くべからざるものである．した

がって所内のみならず広く所外の研究機関，工業界とも種々の形式によって連

携が行なわれている．将来の発展のための新企画は個々の研究ならびに総合研

究の成果によるところが多い．

本研究所のごとく特定の使命を有するものにあってはその研究成果は学界は

もとより直ちに工業界にも影薯を及ぼすものというべきであって，その責務は

極めて大きい．本所と してはそれらの点にかんがみ全所一体となって各界の期

待に添うべく努力が続けられている．

2. 研究の現状

固体壁に沿う境界層の遷移

i. 航空力学部

教授谷一郎

助手 井内松三郎

助手相原康彦

固体壁に沿う境界層の層流から乱流への遷移現象について，理論的ならびに

実験的に研究を進めている．徴小攪乱による層流の安定理論，攪乱の生長過程，

特に二次元攪乱から三次元撹乱への変遷の観察と理論，祖さによる遷移，縦渦

による遷移，伺曲壁面における遷移，非定常な境界条件による遷移，超音速流

における澤移など．

熱電離気体の噴流の研究

教授谷一郎

大学院 栗木恭
学生

大電流アークにより， 稀ガスにアルカ リ金昆蒸気を加えたものを加熱し，電

極より噴出する電離体の流れを作る．これを用いて，電磁流体力学の基礎的実

験，および応用として推進 • 発電の研究を行なっている．
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自由境界屑の遷移

佐藤浩

助手恩田善雄

大学院
学生 坂尾富士彦

研究生 大島裕子

流れの中に固体壁のないときのいわゆる自由境界眉の惹移について，理論的・

実験的な研究を行なっている．このときの遷移の条件あるいはそのありさまは，

固体壁のある場合に比べて著しい差異を示す．速度変動の大きさ，波形・相関

などを噴流や平板の後流などにおいてくわしく測定して，輿味ある結果を得た．

助教授

光電離気体の実験的研究

助教授

助

技

手

官

佐

相

京

藤

原康

谷

浩

彦

右

セシウム・カリウム等の電離還庄の低いアルカリ金属の蒸気を水銀灯からの

紫外線で電離して，電離気体の静的性質を調べ，電磁流体力学の基礎的研究を

行なっている．特徴は摂氏数百度の低温で静かな電離気体か作られることであ

り，測定にはラングミュア探針が用いられている．

イオンロケットの基礎的研究

授
院
生

教

学
助
大
学

教

助教授

授

助 手

電磁流体力学の基磁方程式の近似解法を押し進めた．
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佐藤

中村嘉

大久保

今

橋

成

浩

宏

治

カリウム・セシウム等の蒸気をタングステン・白金等の表面で電離し，発生-

したイオンを集束・加速して推力を得るイオンロケットの理論・実験両面から

の研究を行なっている．

電磁流体力学の理論的研究

井

本英

瀬文

功

典

雄

とくに磁場が流れに平
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行， 粘性 ・電導性のある場合について，物体より遠い所の流れの性質を調べて，

二つの wakeの Alfrem数，磁気 Prandtl数によ る消長を究明した．また小

さな orificeを過ぎる流れに対する磁場の効果が，古典的な波の散乱問題の解

から容易に導かれることを示した．

磁場の中を軸方向に進行する柱の場合について，定常な解の存在を示し，柱

に働く力と誘導電位差の関係を求めた．とくに半無限幅の平板については厳密

な解が得られ，磁気境界謄． shearlayer ・ wakeの構造と板の電等性との関連

が明らかにされた．

超音速における物体の底面圧力

教授 河村龍馬

助手辛島桂一

従来の底面圧力の理論を再検討し，実験結果をさらによく説明し得る理論を

組み立てる．

非定常空気力学

教授 河村龍罵

研究生銭 福星

極超音速におけるロケット胴体の空気力学的安定微係数を計算する新方法を

研究する．定常解のまわりの微小擾乱を考えて基礎微分方程式を線型化し， -

れを特性曲線法によって解く ．境界条件も方程式に応じた近似解を行なう． -

の方法によって各種の安定微係数を計算することが可能である．

マルチロケットノズルの研究

教授 河村龍馬

助手福井四郎

助手 辛島桂

ロケ ットの重星軽減のためノズルを多孔式にすれば， レイ ノルズ数の減小に

よる悪効果と底面圧力の影醤によ って，ノズルの空気力学的性能は低下するも

のと思われるが，これを嚢的に調べるため，ノズル楔型を変圧風洞に装備し，

外界の圧力を変化させつつ推力の測定を行なう． 噴出ガスとしては高庄空気を

使用し，液化を避けるためロケットチャ ンバーを加熱する．ノズル数を変化さ

せ，底面圧力を同時に測定する．

， 
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稀薄な高速気流の研究

助教授

大学院
学生

小口伯郎

何乃昌

連続流と自由分子流との間の遷移領域において，とくに自由分子流に近い領

域の衝撃波の生成・表而熱伝達・摩擦抵抗などに関して理論的な研究をしてい

る．

高温高速気流の研究

助教授 小口伯郎

助手本間弘樹

技術員 船曳勝之

2段膜衝撃波管を用いて種々の気体の実在気体効果を含む気流を実現して，

その性質を実験的に研究する．主として試験気体に窒素 ・空気を使用して，衝

撃波マッハ数8~15程度の強い衝撃波の後方に現われる緩和現象を気体の発光

の測定，壁温の薄膜温度計による測定，千渉計による観察などによって明らか

・にすることを進めている．

爆風の研究

助教授 大島耕一

exploding wireを用い，爆風の生成 ・伝播を調べ， Taylor・ Sakuraiによる

近似解を拡張した準相似解の方法を導出して実験との一致が良いことを確かめ

た．

急速加熱水塊の運動の研究

助教授 大島耕一

技術員渚田 清

水中で針金を加熱したさいの温度場の時間的変化を調べ，理論の適用範囲を

検討した．さらにこの種の実験には複屈折千渉計法が有効に使えることを確か

めた・

高エンタルピー流の研究

助教授 大島耕一

熱衝撃風洞中の高エンタルヒ゜一流の性質，幾つかの代表的物体のまわりにお
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ける流れの性質の変化等を調べてきた．引き続き定量的に物体のまわ りの流れ

の特性を調べている．さらに測定法研究の一つとしてマイクロ波による高温気

体中の電離度を検出するこ とを併行研究中で基礎実験を終了した．

航空機の構造強度に関する研究

教授池田健

助 手古 田敏康

航空機が飛行中に受ける諸種の外力を評価し， また疲労特性を含めて合理的

な描造方式を研究する．

ロケット飛行体の耐熱構造の研究

教授 池 田健

助 手 古田敏康

ロケット エンジン内壁 ・ノズ）しなどに対する各種耐熱材によ る断熱法の開発

およびその軽量化，合理的な構造法の研究を行なっている．

ロケット飛行体の熱強度に関する研究

教 授池 田健

助 手三 浦公亮

空気層を高速で飛行する ロケ ットの空力加熱によ る温度上昇 ・温度分布の解

析法を研究した．さらに温度上昇によって生ずる熱応カ ・熱変形 ・弾性特l生の

変化を研究し，同時に空力加熱を受ける場合の合理的な構造方式の研究を行な

っている．

ロケット飛行体の空力弾性に関する研究

教授池田 健

助教授 富 田 文 治

ロケット飛行体を等価的な数個の集中質量とそれを連結する適当なばね系か

らなるモデルに置換してフラ ッタ速度を求めた． これによ りフ ラッタ速度に及

ぼす諸種の空力的 ・弾性的性質の影響の質的な評価を行ない得た．さらに量的

評価を一層確実にするため，ロケッ トを任意の弾性特性をもった弾性体と考え

た場合の解析を続行している．
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航空機翼の空力弾性の研究

助教授 富 田 文治

圧縮性流体中における航空機翼のフラッタ現象に対する解析方法を研究した．

現在，フラッタ速度に及ぼす梢造的 ・弾性的諸要素の影響を研究している．

有限変形弾性論の研究

教授 吉村慶丸

板 ・殻の理論の基礎としての三次元連続体の有限変形弾性論の研究を続けて

いる．応力に対応して歪にも双対性のある ことがわかり ，これに基づき解の非

一義性 • 安定性 ・ エネルギ原理 ・ カスティリアノの原理等を導き ， 微小変形の

場合との異同を明らかに した．

殻の理論とその挫屈強度への応用

教授 吉 村 慶丸

殻の理論に引き続き，殻の熱弾性一般理論，それらのエネルギ原理を導いた．

この結果に基づいて後退翼構造における斜交板の圧縮挫屈強度を計算し，矩形

板との相違を明らかにしたまた矩形板の熱応力と外荷重の組合せ負荷に対す

る挫屈強度を計算し， 熱応力と圧縮荷重とは挫屈に対して線形関係にあるが，

熱応力と剪断荷重とは無関係であることを明らかにした．

クリープの研究

教授吉 村 慶丸

楷造の高温強度の基礎としてのクリープについて基礎的な実験を行なう とと

もに物性論的ないし現象論的考察を進めている．

塑性異方性およびバウシンガー効果の研究

教授 吉村炭丸

技官 阿部慎蔵

前に，塑性の歪履歴とそれによって生ずる異方性， Bauschinger効果との問

には一定の法則があることを理論的 ・実験的に明らかに したが，現在はそれを

歪履歴の大きさ ・種類，また材料の種類を変えて検討していろ．

組合せ応力による材料疲労強度の研究

教授吉村慶丸
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助教授 植村益次

材料の疲れ破損のメカニズムや破損法則を研究するため，本邦で初めて引圧

と捩りの組合せ疲労試験機を試作した． 2種応力の位相差が変えられ， しかも

2種応力について平均応力を独立に負荷でき，これによって応力勾配のない多

軸応力状態で一貰して多角的に各種の応力状態の場合が実験でき，疲れ破損現

象を考察する．

空力加熱等による構造強度・陶性の研究

助教授 植村 益次

助手砂川 恵

加速加熱を受け，過渡的に温度勾配のある構造要素の弾性域での熱変形 ・挫

屈および熱応力等を研究した．さらにクリ ープ等を（半う非弾性領域まで拡張す

る稼りである．構造物輻射加熱による実験的研究も行なっている．

構造材料の高温クリープ強度の研究

助教授 植村益次

技官 冬 木稔

超音速飛行体構造材料のクリープ等基礎的な高温材料特性を研究し，構造強

度・剛性の解析検討の基礎的資料とするとともに，変動応カ・変動温度の下で

の高温強度の推定等の研究を行なう．

薄肉殻体構造の飛越挫屈現象の研究

助教授 植村益次

薄肉殻体構造の飛越挫屈機構を有限変形理論に基づい考慮し，非対称挫屈変

形様式と挫屈荷重との関連性，非線型問題の安定条件等について検討を加えた．

自動飛行制御システムの研究

教授穂坂衛

助手 大 須賀節雄

高性能な航空機やロケッ トの運動の制御は高度な制御技術が必要である．そ

のため環境の変化に適応する機能，最適行動の判断，人と機械の共同の システ

ム，機器等に関する問題を研究している．非線型系のダイナミックシミュレー

タとしての数字式微分解析器の設計が終了し試作にかかっている．
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情報処理に関する研究

教授穂坂衛

航空機の運行管理の自動化や複雑な大規模システムにおける多数入出力のあ

る実時間制御系における情報処理方式と機器の研究を行なっている．

．． 
II. 原 動 機 部

軸流圧縮機における旋回失速に関する研究

田桂三

田中英穂

研究担任高田浩之

助手 丸田秀雄

軸流圧縮機の旋回失速に関しては微小変動理論によりとくにその発生点付近

の現象については可成り解明されてきた．しかし有限の大きさの失速領域をも

つ実際の旋回失速においてはその非線型性のゆえに微小変動理論では説明でき

ない面が多いこれに対し現在実験的に失速領域の内部構造を調べるとともに

非線型理論による解明を進めている．

教

助教授

授 ノ＼

柱列後流渦に関する研究

田桂三

田中英穂

高田浩之

研究生滞 見朝

熱交換器・ボイラ等の管の破壊や振動 ・騒音の問題に関連して流体機械の内

部流れの研究の基礎として柱列後流渦の周波数 • 発生機構等について，低速罠

列風洞 ・小型回流水槽などを用いて研究を行なっている．

教 授 八

助教授

研究担任

軸流機のフラッタとくに失速フラッタに関する研究

教 授

教

研究担任

授

八

浅

高

田桂

沼

田浩

三

強

之
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技官網野一夫
大学院
学生谷田好通

軸流圧縮機やタービンの奨の破壊には，フラッタによると思われるものが多

く， とくに失速フラッタは実際上翼の強度設計上重要なのにかかわらず，いま

だ研究は進んでいない．よって，直線翼列風洞，単段または多段回転翼列試験

機を用いて，その発生条件などを研究するとともに，さらにフラッタ時の空気

力を直接測定すべく，振動翼列試験機と大型の回流水路を完成し，その実験を

行なっている．

小ボス比軸流圧縮機の三次元内部流れの研究

教授浅沼強

助手斎藤芳郎

技官網野一夫

研究生 前i 見朝
大流量・高圧縮比軸流圧縮機の初段に相当する小ボス比の圧縮機は，他方三

次元流れがとくに顕著に観察できるので，その目的で作られた小ボス比の単段

回転翼列試験を用いて，内部流れの定常的な一般特性や，部分負荷時における

翼応力の生因について研究を進めている．

高速における翼列性能に関する研究

教授浅沼強

助手斎藤芳郎

ジェットエンジンの高出力化に伴い，高速における圧縮機やタービンの翼列

に関する研究が強く要望されている． したがって，高速における翼列性能を調

べるとともに，それに付随する非定常流れの諸現象を研究する目的で， 10m貯

気棺の吹き出ーしを利用する予定の高速直線翼列試験機につき， 450PSターボ

圧縮機を用いて予備実験を行なっている．なおナッシュ真空ポンプによる境界

層の吸込みを行なうべく準備中である．

超高速ガソリン機関の燃焼に関する研究

教授八田桂—

助教授 田中英穂

技官北村菊男

毎分 10,000回転を越えるような超高速ガソリン機関の実際の気筒内の燃焼
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過程， とくに 2サイクル部分負荷時の異常燃焼などを研究している．

高速機関の振動に関する研究

教授八田桂—

技官北村菊男

高速機関の破損や陵音の原因となる振動現象の解明を行なう ．

動的風向風速計に関する研究

助教授 田中英穂

助手丸田秀雄

旋回失速の失連領域の内部構造を調べるためには変動する風向風速の瞬時値

を計測する必要があるので，熱線風速計を利用した動的風向風速計に関する研

究を進めている．

固体推進剤ロケットの不安定燃焼に関する研究

教授 熊谷清一郎

固体推進剤ロケ ットの不安定燃焼の際に燃焼室に存在する圧力振動と固体推

進剤燃焼との間の相互作用の研究として，まず固粗分解過程の問題からはいり，

気相から固相への周期的熱伝達に着目し，変調高周波を利用する固体推進剤の

周期的加熱による点火現象を調べたが，一層すぐれた方法として強力なカーボ

ンアークからの周期的輻射加熱による実験を行なっている．これは，固体推進

剤ロケットの不安定燃焼に関する広範囲な研究の一部である．

分光学的方法による燃焼反応の研究

助教授 倉谷健治

助手土屋荘次

炎の温度をナトリウムD線反転法によって自動記録する装置を完成し，液体

ロケットエンジンの排気温度・同体推薬の燃焼温度等の計測を行なった．また

近赤外線分光器により，炎からの輻射スペクトルの測定から，酸化反応速度を

求めている．

液体ロケットの燃焼性能
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技官尾上伍市

液体ロケ ット用テスト スタンドにより モ タ 内での燃焼性能の研究を付

なっている．またノズルでの流れの化学平衡からのずれについても，反応速度

論的見地から解析を進めている．

固体ロケットエンジンの研究

助教授 倉谷健治

技官尾上 伍市

石 川 勝利

過塩素アンモニウムーボリエステル系固体推薬の燃焼率・燃焼性能を支配する

因子を追求するために，添加触媒の影響， 燃焼生成気体の分析等を行ないつつ

ある．

反応性気体の境界層の理論的研究

助教授辻 広

加熱平板や高温ジェットによる可燃性混合ガスの着火，あるいわ火炎の安定

化を調べる目的で，反応性気体の境界層やジェットの問題を塩界層近似を用い

て理論的に解析したが，さらに固体推進剤の浸蝕燃焼について計算を進めてい

る．

火炎の安定性および乱流火炎の機構に関する研究

助教授辻 広

技官 岡野達夫

技術員 山岡市郎

火炎の安定性を調べる目的で，可燃性混合気流の平均速度分布，および乱れ

の強さをいろいろに変えた場合，また吹き出しをともなった保炎器を用いた場

合の火炎の安定限界，火炎の形状，および火炎付近の流れの様子を調べる実験

を行ない，あわせて火炎の温度変動・速度変動・濃度変動等の測定を行ない，

乱流火炎の機構を研究している．

気体推進剤ロケット燃焼器内の燃焼に関する研究

助教授辻 広

技官 岡野達夫

技術員 山岡市郎
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可変圧力連続燃焼実験装置に気体推進剤ロケット燃焼器を設備し，ロケット

モーター内の燃焼現象解析の実験を行ない，主として振動燃焼の原因・機構等

を調ぺ，さらにノズ）レ付近の高温ガスの流れや熱伝達の問題を研究する．

清浄面の摩擦．摩耗機構に関する研究

教授 曽田範宗

研究生笹田 直

10-5~10―6mmHg の真空中で各種純金属の摩擦と摩耗の機構を，とくに速

度との関連において調べている．

動荷重すベリ軸受における疲労の研究

教 授 曽 田範宗

研究生飯田 寛

すべり軸受メタルにおける割れ・剥離の発生機樅と，その防止対策を研究す

る．自動車機関用実物軸受を動荷重試験機に用い，軸受ハウジ ングの剛性 ・油

種 ・油量 ・軸受サイズ ・メ タルの肉厚等の影響を調べている．

油みぞに関する研究

教授 曽 田 範宗

助手 宮 原儀芳

すべり軸受における各稲形式の油みぞ中に発生する圧力を測定し，軸受性能

との関連を求めて油みぞの基本的作用を明らかにする．

ころがリ軸受の寿命に関する研究

教 授 曽 田 範宗

助手 宮原儀芳

技術員 斎藤正—

玉軸受の寿命と試験条件との関連を明らかにし，標準試験条件を決定する目

的で， 4軸受式静荷重試験と動荷重試験を併用 して系統的寿命試験を行なって

しヽる．

ころ軸受のスキューに関する研究

教授 曽 田範宗

研究生 船橋鯉
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ころがり軸受， とくに針状ころ軸受におけるころのスキューが軸受の性能に

及ぼす影響を調べるもので，微小角のスキューを与えた場合に発生する推力と

円周方向のころがり抵抗とを同時測定している．また温度上昇に及ぼす影響を

も調べている．

オイルシールの密封機構に関する研究

教授 曽田範宗

研究生 下位義雄

オイルシールの密封作用における流体力学的作用を明らかにする目的で， リ

ップ付近における発生圧力の分布を校型的に調べている．

iii.計測部

ジェットノイズに関する研究

教授 五十嵐寿一

技術貝 籐沢厚生

円形および特殊な形状をもつノズルから気流が噴出するときのノイズを分析

するとともに，シュリーレン法によって，渦流の様子を撮影する準備を進めて

しヽる．

超音速風洞の消音

教授 五十嵐寿一

技術員 藤沢厚生

超音速風洞および極超音速風洞の消音設計として， 1/20校型によって減衰特

性および高速気流による音響特性を測定したが，実物の完成とともに膜型実験

との対応について検討を進めている．

random vibrationに関する研究

教授 五十嵐寿一

振動波形がランダムな場合，振動系のうけるレスポンス， とくに各種ダンバ

ーの特性の測定法について，検討を行なっている． とくにショックに対する測

定法の確立が必要である．
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油圧系による振動加振装置の試作

教授 五十嵐寿一

助教授石井 泰

油圧サーボ系を使った加振装罹の試作は前年度に引き続き行ない，第 1号機

を完成したが，周波数範囲等についてやや不充分なので，第2号機の試作を進

めている．この装麗は経費が少なく，小型で比較的加振力の大きなものをねら

っている．

ディジタル方式による電動機速度制御

助教授石井 泰

技術員 杉山清春

電動機の回転をヒ°ックアップにより電気的バルスに変換し，これを一定時間

計数して得られるディジタル測定値を用いて速度の精密な自動制御を行なう装

置を試作した．この装罹は 10馬力の直流電動機の回転数を誤差 0.05%以内

で制御し得るものであるが，引き続き誤差 0.01% を目標として第2号機を試

作中である．

プラズマジェットの研究

教授村）I[ 梨

プラズマダイ ンのジェ ット（冷却ガスはアルゴン）に 800Aまでの電流を流

し，分光学的方法でプラズマジェットの温度および電子密度を測定する．

プラスマの温度と電子密度の測定

教授村 川 梨

助手橋 本静代

ヘリウムの中に衝撃的大電流を流し， プラズマの温度と電子密度とを測定す

る．長いバイレックスの管の中に稀薄ヘリウムをつめて，管の外側に巻いた太

い銅線に衝撃的大電流を流して（無電極放電）得られるヘリウムのプラズマの

研究は準備中．

アークプラズマの研究

助教授 太刀川恭治

技術員 松岡輝雄

20 

This document is provided by JAXA.



(1)温度および電子密度の測定 ：種々のアークプラズマ（プラズマジェット，

熔接アークなど）について分光学的方法で上記の値の測定を行ない（原子ある

いはイオンのスペクトル線の強度変化または Stark効果によるスペクトル線の

ひろがりから求める）， 放電条件とアーク温度との関係， アーク内部の温度分

布などを明らかにしつつある．

(2)アークの応用の研究 ：プラズマジ ェットを用いて原子力材料と して必要

な高融点金属の熔解 ・熔接の研究を行なっ ている． また，プラズマジェッ トを

利用したアークイ メージ炉を試作してその性能改善のための研究を行なってい

る．

航空計器用弾l生材料の研究

教授村川梨

耐蝕性とばね性が優秀な弾性材料ステンレス 17-7PHの板の非金属介在物と

ばね性との関係を研究した．これと平行にベリリ ウム銅の板のばね性と錫添加

の分量との関係を研究した．

電爆推進の研究

教授 岡崎三郎

助手相原公 一▲

並行導線の一端を金属線で短絡し，これに充分大きい衝撃電流を通ずると，

後者は爆発的に熔融し， 熔融金属の大部分は並行導線の軸方阿に放出され，並

行導線系は推力を受ける．（便宜上これを電爆推進と呼ぶ）．この推進方式の機

構を解明し，その実用性を検討している．金属線のほか，遥電性液体， たとえ

ば水銀 ・電解液等を用いる方式についても研究する．

航空機の帯電現象の研究

教授 岡崎三郎

助手相原公 一

航空機は種々の原因によって帯電し，電気通信障害 • 発火 ． 感電等の事故を

起こすこ とが知られてい る ． 雷雲·氷書・霧 • 砂塵等がその原因と考えられる

が，その実体を明らかにし，その合理的対策を建てるのがこの研究の目的であ

る．この現象は航空機の速度が高まるにつれて顕著となると考えられるので，

最近完成した高速気流発生装置による風洞実験によって， この点を検討中であ

る．風速約 60m/s程度までは，風速の増加にしたがつて帯電量も増加する こ
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とが確かめられたので，さらに高速の気流（音速程度）まで実験を進めている．

高周波分離放電の研究

教授 岡崎三郎

助手杉沼義隆

導体分離に伴う高局波気中放電の発生機構の究明を目的とする．低周波の場

合と異なり高周波では，放電の実験におけるごとく負荷の著しい変動に対し，

出カ・周波数の安定な電源を用いることがとくに璽要な条件であるので，これ

まで安定度の高い高周波電源の設計に努力し，ほぼその目的を達し今後主研究

にはいることになった．なお航空機用内燃機関の電気点火に対する高周波分離

放電の適用の可能性についても検討する予定である．

機上用ドブラレーダの研究

教授岡田実

教授 河津祐元

助教授 丹羽 登

助教授 田宮 潤

助教授東口 実

航空機が自立的かつ自動的に自己の位置を決定できる新しい原理に基づく航

法方式を関発する必要がある．この目的のために現在最も有力な方法と考えら

れる電波のドプラ効果を利用した機上ドプラレーダ方式を取り上げ，理論的な

らびに実験的研究を続けている．その研究の一成果として‘‘回転ビームを使用

する機上ドプラレーダ’'の樅想を得て基礎的研究を終え，現在その実用化をは

かるため装肥の試作を進めている．

機上ドプラレーダ用超音波シミ ュレータ

助教授 丹 羽 登

助手 佐下橋市太郎

技術貝 今村和彦

機上用ドプラレーダにおいては，得られた反射信号の周波数スペクトラムが

重要な意味をもつので，それを水槽中の超音波を利用してシミュレートさせる

装置を前年に引き続いて研究し， とくに地上•海面上の種々の反射波状況に対

応した反射面を作り，またビームの指向性を任意に変える研究を行なった．
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航空機誘導方式の研究

教授岡田実

助手佐藤義正

技官伊藤益敏

無人機はもちろん，有人機であっても航空機が高速になるにしたがって人力

による操縦が極めて困難となり，その離陸から予定のコースを飛び目的地に着

陸ずるまでを自動化することが必要である．また輻湊する空港およびコースの

航空交通管制も機械化して能率を上げなければならない．これらの総合系統に

ついて研究を進めている．機上ドプラレーダの研究は電子航法方式の研究の一

部分である．とくに航空交通管制についてはその分野の専門家を加えた研究会

を結成し，検討を続けている．

航空機用空中線の研究

教授 河津祐元

技官伊藤益敏

井上昭

航空機では，長中波からマイクロ波帯まで各稲の空中線が使用されており，

空気力学的特性を良くするため flushmounted型空中線が要求され， また機

体の影響を除去する必要がある． これらの問題を系統的に研究するために縮尺

した航空機のモデルと mm波を用いて相似的測定を行なう方法を開発してい

る．また機上ドプラレーダ用空中線についても空中線能率の向上，隠射電界の

改善を目的として新しい進行波循環給電法を用い空中線を試作している．

航空機ロケット部品の非破壊検査法の研究

助教授 丹羽 登

助手 佐下橋市太郎

技官今村和彦

超音波による非破壊検査法の研究と開発に努めている．ロケ ットエンジン・

航空機部品などの設計・製造にも非破壊検査が極めて重要であり，要望も多い

ので，その研究・実用化を試みている．

高能率の communicationおよび detectionに関する研究

カ教授 田宮 潤
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橋本吉郎

技 官 石 原 信 美

見通し外通信や人工衛星の出現により通信距離あるいは detectionrangeが

急激に延長されたため極めて微弱の信号を雑音に打ち勝って検出する方式の開

発が必要である．本研究は雑音の統計的性質の測定， 低雑音装置の開発，能率

的な情報伝達方式および検波方式の研究などを総合して上記の要求に沿う方式

を実現することにある．現在ドプラレーダおよび超遠距離レーダを対象として

この研究を進めている．

助 手

航空機用基準制御系の研究

沢井善三郎

東口実

技術只 山下道 夫

航空機ではその姿勢 ・位樅等を知るために，機上に安定かつ正確な基準系を

もら，航法・機器等で得られた情報をこれにしたがって処理しなければならな

ぃ．このような基準系の例として機上ドプラレーダ用空中線安定系を取り上げ

垂直ジャ イロを用いた水平安定サーポ系を試作して，その訳差ならびに機能を

理論実験の両方面から検討するとともに，各部の特底とくに 2租サーボモー

ター ・磁気増幅器の組み合わせによる駆動部について研究を行な っている．

教授

助教授

iv. 材 米斗 部

金属薄板の深絞り加工

教

助
授

手

福

清

亀

井 伸

野次

谷

二

郎

戌

金属薄板を固体のエ具の組み合わせを使って塑性変形させ，三次元的形状に

加工する慣用深絞り加工，および液圧袋を工具の一つとして利用する液圧成形

加工において，種々の材質および形状につき加工カ・ 変形状況および加工条件

の影響を調べ，加工の本質の究明と改善に資するよう研究しており， とくに四

角筒容器の再絞り加工を取り扱っている．
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材料の圧縮加工

教授福井伸 二

助手清野次郎

素材にエ具で圧縮力を加えて塑性変形させて成形する圧縮加工のうち，衝撃

押出加工 ・圧印加工 ・据込加工等を取り上げ，それらの所要力と変形，および

その他種々の加工条件の影器を調べ， これら諸加工の本質の究明と改善に資す

るよう研究している．

高分子物質に対する放射線の影響に関する研究

教授福井伸 二

技官北川義雄

一般に高分子物質は高エネルギ放射線を受ける と化学的・物理的変化を生じ

機械的性質が向上したり ，悪化したりする．航空機構造材料に用いられるエボ

キシ樹脂およびボリエステル樹脂にガラス繊維を組み合わせた FRP試料に

Co6oの r線を 106から 10,rまで照射し，機械的強度に及ぼす影蓉を検討し，

FRPの構造材料に関する資料を得ようとする目的で研究している．

材料の疲労に関する研究

教授福井伸二

技官北 川 義雄

ガラス繊維で強化されたポ リエステル樹脂材の曲げ，引張り ・圧総疲労強度

の実験を行ない，材質・寸法形状 ・温度・切欠および放射線照射材等と の間の

関係を研究している．

材料の高エネルギ速度加工に関する研究

教授福井伸―

助教授 河田幸 —

助手清野次郎

爆薬 ・火薬等の高エネルギ物質や圧搾ガスなどを用いて金属材料，その他の

超高加工速度での加工を研究している．爆風直接でなく水圧を介する方法をと

り，爆薬を水中で爆発させて金属薄板， とくにチタ ニウム ・ステンレス鋼板な

どの張出 し，絞り加工を行ない，爆薬翼および爆源距離の成形I生に対する影響

を検討している．なおこれに関連して爆圧の測定，加工時の歪速度・変形状況
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の実験的解析にも着手している．

材料の超高速変形時の力学的挙動の研究

教授福井伸ー

助教授 河田幸 一

助手清野次郎

材料（金屈 ・高分子・ セラミックスなど）の超高速変形時の力学的挙動を，

火薬燃焼圧または圧搾ガス圧をエネルギ源として利用する超高速引張 ・圧縮試

験機によ り研究する． この研究は超高速変形時の成形性の点で別項高エネルギ

速度加工に関する研究の基礎をなし，他方宇宙飛行体の宇宙厖衝突による衝撃

破壊の研究とも直接関連する．

光弾性・光塑l生による弾塑性解析の研究

助教授 河田幸三

技術員 井上宏起

二次元・三次元光弾性による構造要素の弾性解析と平行して，光塑性解析法

の開発・応用を行なっている．前者の具体例としては， 目下のところロケット

グレース・圧力容器・ 熱応力の解析が挙げられる．後者については， 方法自体

の開発のほか構造要素の降伏などマクロな弾塑注応力場の研究や，さらにミク

ロな観点からの研究，たとえば粗大粒多結晶金属での歪分布の解析などを行な

っている．

構造材料のアプレーション・熱衝撃特性の研究

助教授 河田幸三

技官北 川 義雄

高分子・補強高分子・セラこックスその他耐熱材料の超高温度でのアプレー

ション特性をプラズマ ジェッ ト熱源によ り研究している．これと平行にさらに

熱伝達率の小さい状態での熱衡撃の研究も進めている．

軽合金押出材の特異性能に関する研究

教 授麻 田 宏

助教授堀内 良

技術員 北原逸雄

これまでアルミニウム合金の押出材の引張強さの特異性に対する熱処理の影
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響を明らかにしたが，現在は疲労強度における特異性について研究を進めてい

る．

高純度マグネシウム合金の研究

教授 麻 田 宏

助教授 堀 内 良

技術員 浜 49 染9 夫

研究生 小森進

これまでの研究により 完成した 99.99%以上の蒸溜高純度マグネシウムを基

として種々の合金を作製し，これの熔解・鋳造 ・加工ならびにその物理的 ・化

学的 ・機械的性質の測定を行なっている．

マグネシウム合金の塑性に関する研究

教授麻田宏

助教授堀内 良

助手 吉永 日 出男

マグネシウムおよびその合金の結晶塑性の基礎的研究を主題とするもので，

各種とり系の各温度における臨界剪断応力の測定によって，この稲の合金の延、

性の温度依存性の機構を明らかにした．現在は各種合金成分の添加の影響につ

いて検討を進めている．

チタンとその合金に関する研究

助教授堀内 良

チタンとその合金の熔解 ・鋳造 ・加工に関する一連の研究を行なうもので，

新設の消耗電極アーク熔解炉により押出しその他の加工用素材を製造し，また

技術的困難の多い鋳造にはスカル炉とグラフ ァイトモールドによ る真空鋳造を

行ない，チタン合金の熔解 ・鋳造 ・加工における諸条件を明らかにするととも

に，結晶塑性学的立場から研究を進めている．

アイソトープを利用した表面皮膜の研究

教授 仁木栄次

助教授 小 原嗣朗

助手久保忠

燐酸塩系その他酸化物系の表面皮膜をラジオアイソ トープを利用して，その、
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組成分析および構造解析を行なっている．これにより金属の表面状態と皮膜と

の構造的関連性を調べて，耐熱皮膜コーティング法の基礎研究と して進めてい

る．

フレームスプレー法による耐熱皮膜コーティンク法の研究

教授 仁木栄次

助教授 小原 嗣朗

助手 田尻雅

酸 ・アセチレン炎やプラズマの高温炎によりアルミナ ・ジルコニヤ等の酸化

物セラミックスや各種耐熱性炭化物 ・サーメッ トを熔融吹き付けを行な うため，

吹き付け用ガンの設計と微粉末の送入方法の研究，および吹き付けられた耐熱

皮膜の組織学的，また耐熱性の研究を進めている．

金属材料の極点図決定法に関する研究

助教授 小原嗣 朗

金属材料の集合組織の表現に用いられる極点図の， 自動記録式X線回折装置

による決定法に関して，金屈の種類・粒度 ・試片の回転および移動速度の影響

等の基礎的な研究を行なっている．

TiC基サーメットの焼結過程および合金組織の研究

教授 仁木栄次

助教授 小 原嗣 朗

教務員 正藤和男

技術員 立 沢清 彦

TiC基サーメッ トに関する基礎的研究として焼結過程における収縮量， TiC

粒子の形状および顕微鏡組織の変化等を研究している．またこれに関連させて

焼結後のサーメットの電解析出によって結合材層を分離し，その成分比からサ

ーメットの合金組織の研究を行なっている．

TiC基サーメットの新しい成形法の研究

教授仁木栄次

助教授 小原嗣 朗

教務員 正藤和男

TiC基サーメッ トの成形法としては，従来冷間圧縮ー焼結法またはホッ トプ
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レス法が行なわれているが，これらの方法より複雑な形状の物体の成形を容易

にし，かつその性質を向上させるために，ホットプレス法を発展させ粘塑性を

応用した新しい高温成形法の研究を行なっている．

高分子物質の熱安定性

助教授 神 戸博 太郎

助手 三 田達

技官柴崎芳夫
大学院

五 十嵐正一学 生

同 志村雄子

各種高分子材料の高温における融解 ・熱分解 ・酸化分解などの特性を示差熱

分析および重星熱分析により研究している．また高分子熔液の高温における粘

度変化および光散乱によって求めた分子量変化により高分子の熱分解反応の機

構を調べ，一方ガス クロマトグラフおよび赤外線吸収スペクトルにより分解生

成物の分析を行なっている．これらに関連して高分子物に対する r線照射の熱
分解反応に及ぼす影響も調べている．

高分子溶融物のレオロジ一

助教授 神戸博太郎
大学院
学生 高野正治

同 池田邦彦

高温における高分子溶融物，とくに充填剤を分散した濃厚分散系の粘弾性的

性質を極低周波における捩れ振動型自記式 レオメーターにより測定している．

またこれにより高温における酸化劣化などの過程を調べている．一方自動式高

温用毛細管粘度計を試作し， 溶融物の高温における熱劣化および高いずり速度

による機械的劣化を調べている．

定溶法による固体推進剤の性能と線燃焼速度

教授 山崎 毅六

助手岩間彬

上月功

技術員 祖父江照 雄

推進剤の比推力などの測定には，相当大がかりな燃焼試験を必要とするが，

このような値を迅速・ 簡便な方法で知る ことができれば，能率よく 推進剤の研
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究が進むことになる．そこで，定容下で推進剤を燃焼させ，圧力経過のみを計

測して簡単な仮定を した理論式から比推力を求める研究を行なっている．また

定容下で線燃焼速度の計測を行ない，生成ガスによる加圧作用を利用 して，燃

焼速度と雰囲気圧力との関係をすみやかに求める方法を研究している．

固体推進剤の高性能化

教 授 山崎 毅六

助手岩間彬

技術員岸 和男

高性能の固体推進剤として具備すべき性質の中で， とくに比推カ ・燃焼性・

強度 ・注型性 ・安定性などが問題の焦点になる．燃焼速度の圧力および温度に

対する感度が低く ，機械強度が大きく，燃焼安定性が十分であって比推力の大

きな推進剤の燃焼結合剤成分および強力酸化剤を探索し，硬化剤 ・燃焼速度調

節剤その他の添加剤について研究し，燃焼速度の極端に大きいものまたは小さ

いもので安定燃焼を行なう混成系推進剤について研究を続けている．

光トランジスタによる固体推進剤の燃焼速度の測定

教授 山 崎毅六

助手岩間彬

技術員岸 和男

技官 青柳鐘一郎

上月功

固体推進剤の線燃焼速度の原準的な測定法である Crawfordの方法を改良し，、

スリットを通った燃焼面の光を光トランジスタで検出して，数種の推進剤につ

いで募囲気圧力に対する線燃焼速度の変化を計測している．またこの結果に基

づいて，燃料成分の種類による燃焼特性を検討しかつ燃焼試験を行なっている．

酸化性化合物の分解機構

教授 山 崎毅ハ

助手 岩 間彬

上~月功

技術員 祖父江照雄

推進剤の燃焼特性に及ぼす添加剤の影響と酸化剤の分解機構を解明するため

に， NI七Cl04その他の強力酸化性化合物について，熱天秤と発生ガス量測定
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装置を併用して，とくに温度と分解量の関係を研究している．さらに分解ガス

の分析なども行ない，生成物から分解反応を推定することを予定している．

燃焼反応の工業的利用について

教授 山崎毅ハ

助手岩間彬

上月功

メタンを酸素と予混し， 往復運動機関のなかで燃料濃厚の条件下で燃焼させ，

合性用ガスを取得するとともに，動力を回収する研究の延長として，とくに燃

料成分に水素が含有されているときの生成物 ・燃焼温度の変化に着目し，生成

ガスの平衡が移動して排気されるものとして，生成ガス組成 ・燃焼湿度などの

理論特性を電子計算機 PC-1により計算を行なっている．

石油系燃料の燃焼に関する研究

（エンジンの運転諸条件のノック限界への影響）

教授 山崎毅ハ

研究生森 利淳
受託
前田耕研究員

C.F.R.エンジンを用いて， その運転諸条件（回転数 ・点火時期・混合気温

度 ・空燃比 ．冷却液温度など）を変えたときのノック発生の限界を各種のガソ

リンの構成分について求め，さらに各種の添加剤を加えた場合の影営を求める．

液体の透電的性質の実験的研究

教授八角正士

助手 岡林英雄

技官菰岡 仁 志

a) 8mm 波に対するハロゲノベンゼンおよび数種のアルコールの透電率お

よび損失率の測定． 自由波の反射による方法で測定を行なったが，1cm, 3cm 

に比べて誤差が大きいと思われたので，もっと精度の高い値を得る工夫を して

いる．
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b) 反射法に必要な表の計算．従来当研究室で作られていた表を補充し，透

電率および損失率のかなり広範囲にわたる部分にも使えるようにした．

液体による電波の吸収の理論

教授八角正士

助手 岡林英雄

技官菰岡仁志

当研究室で得られた液体中の内部電場の式を振動電場にも応用して，電波の

分散および吸収の理論式を得た．

溶液の透電率の理論

教授八角正士

助手 岡林英雄

技 官菰岡仁志

当研究室で得た純粋液体の式を溶液に拡張して実験値として比較して次の結

果を得た．

1) 正常液体ー正常液体の系ではよくあてはまる．

2) 異常液体ー異常液体の系でもよくあてはまる．

3) 正常液体ー異常液体の系ではあてはまらない

3)の原因について考慮中である．

3. 苓もな研究施設

a. おもな研究設備

i. 航空力学部

3m風洞

測定部は匝径 3mの円形．回流型，最高風速 45m/s, 5分力天秤を備えている．飛

行機，ロケ ットなどの模型の空気力学的性能の測定用．

2m風洞
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測定部は直径 2mの円形．回流型，最高風速 60mis. 6分力天秤を設備．低速にお

ける飛行体模型の空力的性能の測定用．

、60cm低乱風洞

測定部 60cmX60 cm, 吹出し型，乱れ強さ 0.1%以下．乱流の基礎的実験用．

二次元低乱風洞

測定部 20cmX60cm, 回流型，乱れ強さ 0.1%以下．境界層研究用．

1.6m変圧風洞

測定部は直径 1.6mの円診回流型，風路が密閉可能のため風洞内の圧力は 0.1気

圧から 5気圧まで変化可能．最高風速は 0.1気圧において 170m/s. 容積 270m3. 3 

分力自動天秤を備えている．なお吸込式風洞用の低圧槽としても使用される．

30cmX30cm誘導式遷音速風洞

測定部は 30cmX30cmの正方形． 最高マッハ数 1.2. 側壁型抵抗線歪計天秤およ

び棒型抵抗線歪計天秤を備えている． いずれも 3分力測定用． 遷音速における飛行体

模型に働く力の測定を行なう．

10cmX5cm吹出し式超音速風洞

測定部は 10cmX5cmの矩形．貯気棺は 4m凡150~200気圧．中間定圧室で 15~

20気圧に減圧して使用する．最高マッハ数 5. 千渉計などを用いて流れ場の圧力分布

や密度分布の測定に用いる．

24cm X 12cm吸込式高速風洞

測定部は 24cmX12cmの矩形． 1.6m変圧風洞を低圧槽として使用する吸込型．

流量調節およびラヴァールノズルを使用することにより低亜音速からマッハ数 3まで

の気流が得られる．千渉計による流れ場の測定用．側壁天秤を有す．

シリカゲル空気乾燥装置

24cmX12cm吸込式高速風洞に設置されたもので大気中の水分を脱湿する． シリカ

ゲル使用羅 1.2ton. 脱湿性能最高 98%．最低露点ー40℃． 運転時間 500秒総圧損

失 20mmI-Ig.

27cm連続式高速風洞

測定室は直径 27cmの円形．軸流圧縮機による吸込型．連続運転可能．最高マ ッハ

数 0.9. 高亜音速における三次元物体周りの流れの測定用．

12cmX12cm連続運転超音速風洞
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測定部 12cmX12cm.マッノ、数 1.5~3. 境界層 ．衝撃波等の基礎実験息

2段膜衝撃波管

全長 6mで高圧・中圧・低圧用の 3室およびタンクよりなり，各室は金属朕・セロ・

ファン膜で仕切られている．高・中圧室の最高耐圧は 300kg/cm汽低圧室の最高真空．

度は 0.5mmHgで高圧室には水索，中圧室にはアルゴンまたは水素・窒素・空気など

で得られる最高衝撃波速さはマッハ数で 15程度である．

熱衝撃風洞

電源 10kV, 1, 000 μF, 50,000 jouleを使用して，直径 18cmの風路中に，澱み点

温度 8,000°K,マッハ数 16の流れを 1/100秒作ることができる．

衝撃波函

円筒状衝撃波を発生させる装罷であって，真空状態から 5気圧までの空気中に， 100

jouleまでの爆風を発生させうる．

電磁流体流路

アルカリ金屈熔解炉・蒸発炉．冷却槽を含む． 流揖最大 1,200I/min. 電磁石は直

径 30cm,磁場の強さ 15,000 gauss. 

振動試験機

純電子管式の可動線輪型催振器で，催振力 100kg,周波数範囲は 4~2,500c/sであ

る．横造物の起振， 各種振動計の検定およぴ計測器類の振動特性， 耐久試験に使用す

る．

油圧荷璽保持機

斜面カム式六連ボンプ， 荷重保持機と油圧復動アクチェータシリンダからなり， 最

大容鼠 2,000kg,内圧 300kg/cm汽アクチェータシリンダのストローク 300mmであ

る．構造物の引張と圧縮試験に使用し，数個所（現在は 3個所）に任意の荷重を同時

に与えることができる．

引圧ー捩り組合せ疲労試験機

引張・圧縮：動的士2ton.静的士2ton.捩り ：動的士lOkg-m,静的土lOkg-m.

引圧～捩りの位相差任意可変．回転数 1,000~2, 000 rpm.疲労破損の機構と破損法則

の研究用．

引張・圧縮および両振り捩り組合せ応力試験機

引張，圧縮 lOton,捩り 50kg-m.塑性理論および破損法則に関する研究用．

引張～捩り組合せ応力試験機
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引張 5ton,捩り 30kg-m.塑性理論および破損法則に関する研究用．

高温材料試験機

荷重 10ton,温度～1,000℃.

クリープ試験機

荷堂 2ton,温度～1,000℃.

内部エネルギ測定装置

金属の加工，疲労等による内部エネルギを測定し，破堀 ・疲労の研究に資する．

低速相似型計算機

演算増幅器24台， 掛算器2台，折線型函数発生器12要素，記録器2要素 l台．

フリーデン電動計算機

SBT型．20桁．

シンクロ スコープ

周波数範囲 0~30Mc.パルス回路の実験用．

構造要素輻射加熱装置

石英管ランプによる加熱装置． 20kW(220V)．構造要素の熱変形 ・熱応カ・熱挫屈

等の研究用．

急速輻射加熱による構造物高温強度試験装置

空力加熱をシミュレート する石英管ランプに よる加熱装置．構造物取付装四． 200kW

(220V~440V)．構造物の耐熱強度 ・剛性や耐熱被膜法等の研究に使う．

マイクロ波測定装置

マイク ロ波プリッヂで， 周波数は約 lOGCで 3~4cmの被測定体の性質変化を検

出する． 熱衝撃波風洞内の模型のまわりにできる高温電離気体中の雹子密度等を検出

し流れの性質を決定する．

高速アナログディジタルコンバータ

速度 ：1秒間に 1,000変換．入力電圧 ：土5V,出力： 9ビット ＋サイン．方式：比

較フ ィードバック型． 測定量ならぴにア ナログ計算機の出力を数字化し， ディジタル

演算処理を行なうための中間装皿．

数字式微分解析器

性能 ：萩分器数 28個，精度 ：18ビット＋サイン，ストレージ：超音波および電磁
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遅延線，要素：トランジスタダイオード， クロッ ク： lMc,積分速度 1秒間に1,800回．．

非線形制御系解析のため設計試作した．

ii. 原動機部

単段回転翼列試験機

圧縮機における三次元内部流れお よび旋回失速な どに関す る研究に用いる装置で，

ボス部を交換することによりボス比を 0.3および 0.64に変更できる．

ボス比 0.3の場合：理論庄力上昇 518mmAq,流量 13.1mツs, 回転数 6,000rpm, 

平均軸流速度 60.2m/s,所要馬力 90.3PS,最高回転数 7,000rpm, ケー シング内径

550.9mm¢,ポス径 165.3mm</>, 翼長 192.8mm, 動翼 12枚， 静翼 17枚．

ボス比 0.64の場合：理論圧力上昇 215mmAq,流量 9.8面／s, 回転数 3,000rpm, 

平均軸流速度 50m/s, ケーシ ング内径 500mm<f>, ボス径 320mm</J, 翼長 90mm,

入口案内羽根 36枚，動翼 36枚，静翼 36枚，出口案内羽根 40枚．

多段回転翼列試験機

圧縮機内非定常流れ（旋回失速，サージング） の翼列相互干渉の影響に関する研究―

に用いる．

理論圧力上昇 549mmAq,流量 6.34出／s,回転数 3,000rpm,焚列型式 50%一定

反動度型，段数 3, 翼外径（ケーシング内径） 500mm<p,翼内径（ポス径） 320mm<f>.

翼長 90mm,ポス比 0.64,動静翼枚数 36,入口案内羽根枚数 36, 出口案内羽根枚数～

40. 

脈動風洞

脈動流中における環状翼列の非定常流れに関する研究用．

最大風速 100m/s,ローター回転数最大 3,000rpm,流入角可変範囲 0°~70°,駆動

電動機 40PS;試験部外径 700mm</>,試験部内径 630mm<p,試験翼高さ 35mm,ボ

ス比 0.9,試験翼取付枚数 96.

低速直線翼列風洞

非定常流れ， とくに伝播失速， フラッ タ等に関する甚碇的研究用．

風速範囲 lO~lOOm/s,絞り面積比 25,吹口寸法 360mm X 180 mm,喰違い角可変

範囲土40°,流入角可変範囲 0°~70゚，翼弦長 60mmの翼を用い ると き最大レ イノ）レ

ズ数： 4X105. アスペクト比 3.

高速直線翼列風洞
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•高速における翼列性能に関する基礎的研究用．

風速範囲 100~300m/s, 吹口寸法］ 90mm X (150~300) mm, 喰違い角可変範囲

-10°~70°, 翼長 90mm, アスペクト比 3,翼列ピッチ 15mm~42mm(6種類）．

10m貯気槽の吹き出し を利用するので，境界層吸込みの代りに吹き出しを行なう こと

ができる．

S-5962多素子データ記録装置

7チャンネル， 1/2"幅テープレコーダ (5チャンネル FM方式， 2チャンネル AM

方式）． テープ速度 75in/s, 15 in/s, 30 in/s. 総合周波数特性 0~3500cps, 士3db 

(30in/s, FM方式）， SN比 34db以上， クロスト ーク 40db以上．

翼列風洞および回転翼列試験機等における， 圧カ・風速等の測定を同時記録させる

とともに，過渡現象の解析に利用する．

回流水路

下記水回転翼列試験機・ 水振動翼列試験機用， および各種機器の内部流れ観察用の

実験設備として利用されるものであって，揚水頭 12m,水蜃 0.27mツs,所要馬力 50

PSのポンプを備え， 定水顕 7.5mヘッドタンク，サージタンク，流塁計およぴ水管

系から構成されている．

水回転翼列試験機

圧縮機における内部流れおよび旋回失速などの観察研究のために用いる．

理論圧力上昇 4.2mAq,流量 0.27酎／s, 回転数 700rpm,平均軸流速度 5.73m/s,

所要馬力 20PS, 翼外径（ケーシング）内径 350mmefJ, 翼内径（ボス径） 250mmefJ,

入口案内翼枚数 24, 動翼，静翼および出口案内翼各 30枚， なお入口案内翼は連動変

角装置を有す．

水振動翼列試験機

翼列のフラッタ， とくに強制振動による諸現象の観察・研究に用いる．

吹口最大流速 10m/s,吹口寸法 60mmX250mm（最大），翼数 13枚（ただし振動

翼 5，静止翼 8)，流入角可変範囲 ー15°~+75°,喰違い角可変範囲ー15°~+45°,

振動翼振動数 0~30cps,振幅 0~4mm,可変翼間位相 0～士180°である．

液体ロケットテストスタンド

硝酸ーケロシン系液体ロケットで，推力 100kg,燃焼室圧 20~30気圧，持続時間15

秒の性能を もち，推力， 諸圧力は別室にて歪み計により自動記録される．

モータ ー内での燃焼反応の進行を測定する のが目的で， 燃焼室には数個の窓が設け

られ，分光学的測定が可能となっている．

Perkin-Elmer 112赤外分光器
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高分解能の単光束複光路型分光器で， 現在主としてロケット推薬の燃焼生成気体の

定性・定置分析に使用されている．（所内共同設備）

自記近赤外分光器および炎温度自記装置

いずれも本所で試作したもので，近赤外分光器は PbSを検出器とし炎の幅射スペク

トルの測定に用いられており， 燃焼反応等の高速度反応の追跡に有力である． 炎温度

自記装置は， Na線反転法を利用したもので，バランシングモーターを利用して標準光

源の温度を変え，炎温度と平衡させる型式のものである．

連続燃焼実験装置

流墜 6Nm3/min, 圧力 10mmHg abs~8kg/c記G.

二次元燃焼器

断面 ScmX8cm, 長さ 84cm. 石英窓ガラス 10cmX20cm, 4枚．水冷式

50cm可変圧風洞
1 

吹出口 50cm<jJ,最大風速 45m/s,圧カ一kg/cm2abs~2 kg/cm℃・. 
3 

4kW可変圧縮比単筒試験エンジン

高速ころがり軸受実験装置

ジェットエンジン用，その他の高速軸受，および潤滑油の性能実験用．

最高回転数 25,OOOrpm,使用軸受＃6315（内径 75mm)，温度 150℃，推力 4ton.

高速4球摩擦試験機

高圧，高速の条件下で各種澗滑剤の極圧性能および摩擦を測定する．

回転数 1,800rpm,荷璽 1ton（油圧式連続加圧式），使用鏑球 1/2".

動荷重軸受試験機

動荷重を受けるすべり軸受およびころがり袖受の疲れ限度や寿命を研究する．

回転数 2,500rpm, 荷重士1.5ton,試験軸受 54mm<p X 33 mm!. 

回転荷重および動荷重併用軸受摩擦試験機

回転荷重および動荷霊を別々に加え， かつ厚擦トルクを測定しうるすべり軸受， こ

ろがり軸受両用の軸受試験機．

回転数約 3,000rpm,荷重約 1.5 ton,試験軸受＃6206, または内径 30mmのすぺ

り軸受．

軸受用振動藍視装置

測定範囲 ：振動加速度 10~10,000 gal（監視範囲 200~10,000 gal)．チャンネル数：
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3, 出カインピー ダンスおよび出力電圧： B.O.用 100kil, 18V; M.O.用 100!2.

気体推進剤ロケット燃焼器

断面矩形 5cmX8cm,長さ 55cm（可変），石英窓ガラス 6cmX5cm,8枚．水冷

式，最大圧力約 8kg/cm2-G.

気体推進剤ロケ ットモ ーター内の燃焼現象の研究．

セレン整流器

サンレックス SRC-6-8OL．直流出力： 35~45V,60~80A. 強力なカーボンアーク

の電源として使用する．

iii. 計測部

無響室

容積 9Xl1X4m凡音蓉実験用．

振動加振台

M.B.社製 SD型出力 lOlbs.周波数 20~2,000 cps.入力：電子管駆動．

ファプリープローエタロン

一組はフリ ント ガラス より 成り， 銀鍍金 して使用． 他の一組はウビオルガラスより

成り， ダイエレクトリックマルチ レー ヤーコーチングを施して使用． プラズマの温度

の測定に使用．

モル型光度計

測定すぺき写真乾板を強光源で照らし， サーモパイルで受けて流れる微小電流をカ

ルバと記録装置と で書かせる． プラ ズマの温度の測定に使用．

分光器ー式

2ープリズム（辺長 100mm,軽フ リント 製），カメ ラレン ズ f=l,200 mm. 

プラズマの温度と電子密度の測定装置

(1) 衝撃電流発生用コンデンサ．静電容量 4μF,電圧 60kVのもの 2個．

(2) プラ ズマの温度を分光学的に測るためのウビオルプリズム（底辺長さ 100mm,

角 60°)2個，対物レンズ (65mm<ft)2個，石英エタロン (60mm<ft) 1対．

テクトロニックスのデュアルビームオッシロスコープ
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立上り時間およそ 12ミリマイクロ秒．瞬間的に大電流を流すときに生ずるプラズマ

の研究に使用．

大型コンデンサ

容量 0.07μF,耐電圧交流 lOOkV.高温プラズマの発生用．

バイプラライザ

5c~4.4 kcの信号の周波数分析を行なう装罷． ドプラレーダの信号の解析，振動波

形スペクトルの解析などに使用．

多重磁気記録装置

7 _ 3 _ 1 
磁気テープ速度 1-;;-,3-:-, 7-?;, 15, 30, 60 in/s.録音方式 PM(1), FM (2)，ダイ

8 4 2 

レクト (4).7チャンネル同時録音および再生．録音帯域幅ダイレクトで最大 SOc/s~

100 kc/s,直流から録音可能．テープ速度変動 PM,FMで 0.25％以内；ワウフラッ

タ 0.8％以内．

風洞実験等連続記録を要するデータの記録およびその分析に使用する．

電子管式アナログコンヒ°ュ ータ

低速度型のもので加算計数器 12,加算積分器 14, 演算増幅器 2, ポテンショメータ

56,任意函数発生器 3,乗算器 3, 正弦余弦函数発生器 1,正負変換器 9,特殊非線型

盤 1, から成っている．線形演算要素の精度は 0.1%以上で非線型演算要素について

は 1~2%の精度をもっている．主として微分方程式の解析（安定不安定問題），自動

制御系の解析等に使用される．

超音波試験用水槽

移動架 ・制御装慨付． 3mXlmX0.6mの水柏中で超音波送受波器を任意の方向に

向けて最大 30cm/sの速度で移動し得る．機上用ドプラレーダ用シミュレータの研究

に使用．

高速気流発生装置

空気圧縮機 (30気圧） 20HP,高圧貯気棺 1.7m凡風洞径 50mmおよび 100mm.

航空機の帯電現象の研究に使用．

高周波発振器

高周波放電現象および高周波誘導加熱の研究用． 30Mc,20kW; lOOMc, 4kW. 

空中線指向性自動記録装置

空中線の全方向の指向特性を自動的に測定記録するものである． 測定角度範囲 O~
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360°. 測定電界範囲 0~40db.測定速度 1回転5分および 50分2段切換え．

超音波自動警報記録装置

超音波探傷器と組み合わせて使用し， 反射信号をあらかじめ設定された受信期間だ

け選択して，強度を自動的に記録し， また設定された強度以下になると， 菩報を行な

う装鷹である． これを用いてドプラレーダ用超音波シミュレータの信号の位相， およ

び強度を自動記録している．

メモスコープ

プラウン管としてメモトロンを使用したオシロスコープであって， 周期的あるいは

非周期的な信号を螢光面上に長時間記憶しておくことが可能であり，高速現象の測定。・

撮影に極めて有力な装置である．

周波数特性 DC-lMc,筆記速度 O.Sμs/cm.

iv.材料部

80 tonおよび 18tonクランクプレス

油圧式複動プレス

メイン圧力 30ton,プランクホルダ圧力 15ton,絞り冗プレスとして使用する．、

30 ton松村式万能材料試験機

30 ton電子管式万能試験機（高温引張装置付属）

金属材料の常温および高温の機械的性質の測定．

30 ton万能試験機， 2ton万能試験機

10 ton圧縮試験機

5 ton, 2 tonおよび 1tonアムスラー式材料試験機

ヘイ式引圧疲労試験機

久野式捩り疲労試験機（密閉式バッテリー 2Vx60=120V, 3 組付）•

小野式回転曲げ疲労試験機

300kg-mアムスラー式捩り試験機

ビッカース硬度計，プリネル硬度計，マイクロビッカース硬度計
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大型光弾 ・塑性実験装置

透過型光弾性装置 ：フィー ルドレンズ 150mmrp, 1組およびフィールドレンズ 300

mmrp 1組．

応力凍結装置： 200℃まで昇温可能，内容積 500X500X500rom3. 

反射型光弾塑性装置 ：フィールド 150mmrp. 

爆発成形用水タンク

直径約 4m,深さ 3mの水タンクで，その中で薄板の爆発成形の研究を行なう ．

定速型高速衝撃負荷装置

約 300m/sまでの速度で高速衝撃負荷を与えるこ とのできるもので，材料の高速衝

繋引張， または圧縮などでの力学的性質の研究に使用する．

急速加熱装置

高周波加熱式，入力： 3相 200V,30kVA,出力： lMc,15kW,パンケーキおよび

コイル型加熱コイ）レ，福射型温度計付．

プラズマジェット実験装置

アプレーション実験用．

入力 ：3相 200V,38 kV.A,出力 ：定格負荷電圧 45V,同電流 500A,22.5kW,作

動流体 ：アルゴン．

自動記録式 X線回折装置

ガイガーフレックス D-3F型． 60kVP,60~A. 

開極倒立 U型 X線発生装置・陽極二元運動型 X線発生装置

60kVP, 30mA.微細構造用．

電子顕微鏡 (JEM-III型）

分解能 3mμ,加速電圧 50kV,直接倍率 3,000~15, 000, レンズシステム ：コンデ

ンサー，対物，投影．

篇温金属顕微鏡

ユニオン光学製，真空またはア ルゴ ン中にて 1,500℃ま での加熱状態での金属等の

組織の観察および写真撮影，倍率 10~1,000倍．

消耗電極真空アーク熔解炉

化学的に活性な融点の高い Ti・Zr等の熔解設備で，電極は消耗 ・非消耗の共同，容

況はチタン 5kg,電源 1,OOOV. 
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真空焼結炉

最高温度 2,000℃，真空度 10-3mmHg. サーメットなどの焼結耐熱材料を真空中ま

たはアルゴン雰囲気中で焼結するために使用する．

高周波加熱装置

真空管式．高周波出力 8kw．高温耐熱材料および一般の金属材粋の加熱や熔解に使

用され，またホットプレスおよび真空熔解装置に接続して使用される．

真空ホッ トプレス

3ton. 真空度 10-2mmHg. サーメットなどの焼結耐熱材料を加圧下で焼結するのに

用いられる．雰囲気は真空またはア）レゴンのいずれにも使用できる．

成形用プレス

26 ton.粉末材料の成形に使用．

圧延機：熱間・冷間両用 2段圧延機；冷間 4段圧延機

押出機

金属加工用． 300ton横型正逆両用．

伸線機

ダイヤモンドブレード切断機

8SCTH型プ レード径： 8inおよび 5in，回転： 3,350および 6,720rpm. 超硬

質材料の切断に用いる．

Brice-Phoenix光散乱光度計

dual type, ratio r四order付 differentialrefractometerとも高分子の分子量測定思

自記赤外分光光度計

島津製作所 IR27A型，KRS-5窓板， ダプルビーム型．

示差熱分析装置

本所製品． 自動記録式． 400℃まで直線上昇プログラムコントロール， 真空または

不活性気流中にて測定可能．各種物質の相転移および熱分解反応の測定．

自記式熱天秤

本所製品． スプリングバランス使用．真空または不活性気流中で測定可能． 差動変

圧器検出． 1, 000°C まで直線上昇できるプログラムコントローラ ー付． 各種物質の熱

分解反応の研究用．
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自動記録式回転振動型レオメ ーター

回転粘度計．捩れ振動型粘弾性計両用．O.Ol~lc/s,0~200rpm.粘弾性液体の極低

周波における粘弾性測定用．

ガスク ロマトグラフ

島津製作所 GC-2A型．記録計分離型，自動積分器付．

粉末混合機

V 型．容塁 3l, 内部授拌器付， 1, 300 rpm, 1/2 IP.固体推進剤原料 ・添加物の混

合などができ る．

捏加機

容壁 ll, ジャケット・減圧装置付．楼拌翼回転数 20~30~60,2H'. 固体推進剤の

混合に用いる．

捏加機

容貸 ll,真空度 SmrnHg耐用気密型，最終回転数 30および 60rpm. 

揺動型筒振盪機

箇 ：325,250, 200, 150, 100, 48メッシュ， 200</JX60 mm, タイムス fッチ付．

原料粉末の粒度調整に用いる．

粉砕 機

1 IP．手動フィー ダ式．300メッシュまで酸化剤および燃料原料の粉砕に用いる．

ペン書きオシ ログラフ

直流増幅器付． 3要索 (6要素まで増加可能）．推進剤の燃焼性などの実験用．

熱膨脹測定装置

測定範囲 ：室湿～1,500℃．光学式．試料の熱膨脹を光学的に測定するために従来の

形式の膨脹計より高温度で使用できる．耐熱材料の熱膨脹率の測定に使用されている．

電気除湿機

日立 HD-125型寸法 ：332mm X 385 mm X 650 mm. 露量 ：47kg. 冷媒 R-12

(CFeCh)．電動機 ：125W,分相起動式 100V. 除湿能力 ：400cc/h. 酸化剤の品質管

理，水分除去用．

密閉爆発試験器

容量 ：100cc．圧力計 ：チタン酸パリウム．恒温槽付．最高圧力 ：1,500atm.推進剤
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の性能および線燃焼速度測定用．

水分測定装置

カールフイッシャ三菱化成式．電気滴定装置付．酸化成分の水分測定用．

荷重計

最大荷重 100kg.推力測定用．

気泡粘度計

BV-1-B型（東芝中粘度用）， 50~550c.s.13本組． BV-2-A型（東芝高粘度用），

627~14,800c.s. 20本組．推進剤の製造研究用．

平行板粘度計

高粘度（約 1,000c.s.以上）測定用．降伏点測定可能．推進剤の製造管理．

粒度分布測定装置

測定法：天秤による沈降法．島津 SA3型．測定範囲： 40~0.2μ. 記録時間： 15分，

30分， 1時間， 3時問， 6時間， 12時間．推進剤酸化成分の粒度管理用．

シンクロスコープ

周波数範囲： 0~30Mc.高速衝撃現象の解析用．

シンクロスコープ

周波数範囲： DC~1 Mc, 10 Mcまで測定可能．

電動計算機

桁数： 9X8Xl7.容量 45cmX35 cmX26 cm.連乗，積差，商和可能．

液体の透電率および損失率の測定装置

(1)波長 1.25cmおよび 0.8cmにおける自由波法による装置．（2)波長 4.5cm

および 3.3cmにおける導波管法による装置．（3)共鳴法による装置 (1Mc/s)（透電

率の測定のみ）．（4)プリッジ法 (30c/s~5 Mc/s). 
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超音速気流総合実験室

目的：航空機 ・ロケ ット・ タービン ・圧縮機等に応用される超音速 ・極i

音速空気力学および高速内部流体力学の総合的実験研究を行なう．

特徴：大規模な空気源設備を共通に利用し，ここに貯えられた圧縮空気：

使って超音速風洞・ 極超音速風洞その他多種類の実験装懺を連転する．

建屋：鉄筋コンクリ ート 2階建． ・1階 875.8m2, 2階 512.3m叫 i 

1,388.1 m2. （口絵写真JI)

空気源装置

本総合実験室の元締となる部分で，圧力 15気圧の大型球形貯気棺，圧力200気圧 9

小型ボンベ貯気棺およびそれぞれの庄縮機部からなっている．

中圧系統：超音速風洞 ・極超音速風洞のエジェクタ ， その他大部分の施設の空気i

となる．

庄縮機 ：気流への油の混入を避けるため 3段式ね じ圧縮機を使用． 1段 230kVi

2, 3段 320kW.空気流量 2,740n廿／h.圧力 1,2, 3段同時運転にて最高 17気圧

各段別個に，あるいは任意の組み合わせにて運転可能．

乾燥装置： 乾燥剤としてシリ カゲル使用． 出口空気の蕗点 ー40°C.

球形貯気槽 ：直径 10m,容積 524m見常用圧力 15気圧． 妓体材料 2H銅．出口：

気温度を一定に保っため蓄熱体として内部に約 12tonの薄鉄板を層状に配列してあ

調圧装置 ：出口部に直径 400mmおよび 200mm 11) 2個の調圧弁を設け，使用流i

に応じてこれらを使い分け，後部の整流筒圧力を士1%以内に制御する．

高圧系統：極超音速風洞の空気源となる．

庄縮機 ：往復圧縮機2台． 90kW'．圧力 200気圧．

貯気棺 ：容積 0.4m3の堅型ポンベ 10本．総容積 4m3.常用圧力 200気圧．

超音速風洞

吹下型． ノズル交換式．測定部断面寸法 0.4mX0.4m.マッハ数範囲 l.5X4.5.

回の運転時間 30秒以上．

b. 工作工場およびサービス工場

工作工場は所内各部の要求に応じて研究に必要な精密機械 ・器具の設計・ 態

作・改造・修理等を行ない，サービス工場は研究室の自由な使用に供する．

工場の運営については，各研究部から選出された所員を委員とする工作委員

会があって重要事項を審議する．
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i. 床面積

準備室 119. Q m2 (36. 25坪）

設計室 114.1 (34.5 ） 

木工場 185.1 (56.0 ） 

鋳物 ・熔接工場 76.0 (23.0 ） 

機械 工場 297.0 (90.0 ） 

工具室 23. 1 (7.0 ） 

精密仕上室 70.0 (21. 1 ） 

精密機械室 55.0 (16.0 ） 

サービス工場 70.0 (21.1 ） 

ガラス細工室 19.8 (6.0 ） 

エレクトロ ニックスショップ 126.1 (38.25 ） 

計 1, 155. 2 m2 (349. 2 土平）

i .. i. 設 備

機械加工 ・熔接 ・板金 ・木エ・ガラス細工のほか電子装置試作の作業設備を

備え，おもな工作機械 ・精密測定器類は下記の通りである．

旋 盤 10台， フライス ー？、 ム口 9 平削盤 1 ム口 9 

形 削盤 2 ム口 9 竪削盤 1 ム口 9 歯切盤 2 ム口 9 

研磨盤 5 ム仁 9 ボ ー ル盤 3 ム口 9 鋸 盤 1 ム口 9 

板金切断機 2 ム口 9 板金折曲機 l ム口 9 熔接機 1 ム口 9 

木工機械 9 ム口 9 卓上機械類 12台， 治具穿孔機 2 ム口 9 

直線目盛機 1 ム仁 9 円盤目盛機 2 ム口 9 彫刻機 1 ムに 9 

万能測定器 1 ム口 9 その他検査器 8台， 帯鋸機 1 ムロ・

サービス工場の設備： 旋 盤 2 ム口 9 フライス盤 1 ム口 9 

形削盤 1 ム口 9 ボ ー ル盤 1 ム口 9 板金切断機 1 ム口 9 

折曲機 1 ム口 9 鋸 盤 1 ム口 9 卓上機械類 4 ム口 9 

モーターグラインダ・定盤等．
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c. 図雲室

当所は昭和 33年4月から航空研究所と して再発足したので従来の蔵書の上

にさらに専門の和洋書の収集整備充実を図っている．外国雑誌については新刊

書はもとより戦時戦後の欠号を補いバックナンバの整備に努め各部研究者の利

用に資している．図書室の運営は各研究部から選出された委員によって構成す

る図書・出版委員会の指導監督によって行なわれている．

i. 建物延坪数

書 庫

閲覧室

事務室

計

ii. 蔵書数

洋 昔戸茎

和 書

計

iii. 外国学術雑誌

353. 7 m2 (107坪）

56. 2 (17) 

39. 7 (12) 

449. 6 m2 (136坪）

32,021冊

10,456 

42,477冊

バックナンバおよび予約購入のものは下記の通りである．＊印のものは交換

寄贈によるもの．

（ーは現在まで迎統のもの）

Acta Crystallographica 

1944-

Acta Meはllurgica 1953-

Acustica 1951一
Advances in Physics 1952-

Aero/Space Engineering* (formery 

Aero. Engng. Review) 

1958-

Aeronautical Quarterly 
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1956-

Aerotechnica 1920-1941, 1947-

Aircraft Engineering* 

1929-1939, 1958-
Aircrafttechnics (Iz. VUZ) 

1959-

Airlift 1959-1960 
Aluminium 1960-
American Ceramic Society Bulletin 
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1955-

American Machinist 1920, 1924-1941, 
I Chartered Mechanical Engineer 

1954-

1950-1951, 1953-I Chemical Abstracts 19W-
Annales de Chimie 1951- J Chemical and Engineering News* 

Annales de Physique 1914-1940, I 1958-1960 

1951-1957, 1961- I Chemical Engineering Progress 
Analyst 1958- I 1934-1939, 1950-

Analytical Abstracts 1958- 1 Chemical Reviews 1925-1941, 1943-

Analytical Chemistry 1929- I Chemische Berichte 1951-
Angewandte Chemie 1887- I Chemischcs Zentralblatt 
Annalen der Physik 1877-1941, 1947-I 1897-1941, 1951-

Applied Mechanics Review* ; College of Aeronautics Cranfield* 

1948- 1946-

Archive for Rational Mechanics I Combustion & Flame 
and Analysis 1958- / 1958-

Archives fi.ir Elektrotechnik I Comptes Rendus 1835-1940, 1951-
1913-1941, 1955- I Computer Jour. 1961一

ARC Current Papers* I Control Engineering 1959-
1957- I Corrosion 1961-

ARC Rep. & Memo. 1909- I Doklady Akad. Nauk CCCP* 
ARS Journal (formery Jet I 1958-

ectrical Communications Propulsion) 1930- I Electri 
ASTM Proc. & Standards I 1957-

1902-1940, 1949- I Electrical E ・ngmeermg 
Automation Express-Sov. I 1905-

1960- I Electronics 1930-

Automobile Engineer 

1910-1940, 1951-

Automotive Industries 

1929-1941, 

1951-1960 

Aviation Week 1957-

Bell System Technical Journal 

1922-

Berichte Deutschen Keramischen 

Gesellschaft e. V. 1960-

British Journal of Applied Physics 

1957-

British Plastics 1952-

l3ulletin de la Societe Chemique 

de France 1892-1939, 1958-

Bulletin of the Academy of Sciences 

of the U.S.S.R. Technical Sciences 

Section 1959-

Electronics Express 1960-

Electronic Engineering 

1957-

Electronic Technology 

1923-1940, 1952-

Elektrotechnische Zeit. (A) 

1880-1941, 1955-

Elektrotechnische Zeit. (B) 

Engineer 

1955-

1856-1941, 1949-

1951, 1953-

Engineering 1901-1941, 1950, 

1952-

Erdol und Kohl 1948-1959 

Flight 1909-1941, 1952-

Forschung a. d. Gebiete des 

I ngenieurwesens 1901-1940, 1949-
¥ Fuel~ 1922-1941, 1951-
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General Electric Review" ＊ Jour. of Applied Mecanics 
1903-41, 1956-59 1 1933-1959 

Gottingen Nachrichten Mathern.- . }our. of Applied Polymer Science 

Physik, Klasse 1930-1933, 1951- I 1959-

Helvetica Chimica Acta I Jour. of Applied Physics 
1918- I 1931-

Helvetica Physica Acta I Jour. of Association for the Computa-

1928- I tion Machinery 1960-
Hydraulics and Pneumatics I Jour. of the Astronnautical Science 

1961- I 1960-

IBM Jour. of Research and I Jour. of British Interplanetary Society 

Development* 1957- I (with Spacefight) 1960-
IRE Convention Records I Jour. of Chemical Physics 

1957- . 1933-

IRE Transactions 1957- I Jour. of Colloid Science 
ISA Journal 1961- I 1946-'-

Index Aeronautics* 1959- Jonr. of Electronics & Contorol 

Industrial and Engineering I 1955-

Chemistry 1909- I Jour. of Fluid Mechanics 
Ingenieur-Archiv 1929-1940, 1947-I 1956-

Insdoc List* 1957- 1 Jour. of Less-Common Metals 

Institute Aerophysics* I 1960-

1958- I Jour. of Mathematics and 
Institute of Navigation I Mechanics 1953-

1961- I Jour. of Mathematics and Physics 
Instruments & Control System I 1948-1949, 1953-

1928-1941, 1955-I Jour. of Meはls 1955-

Interavia 1958- : Jour. of Mechanical Engineering 

International Jour. of Heat & I Science 1960-

Mass Transfer 1961- I Jour. of Nuclear Energy 
Internat. Jour. of Mechanical I 1956-

>raoosn:Sea;Ie:/ e:'mBnp/]/ 1/n953- I J::0/ru e/oa:：/：;yeyes;ca:fin:cd:al/：/：U4e;／n1t;: 195 

Jour. de Physique et le Radium I Jour. of the Soc. for Industrial & 
1895-1937, 1951- I Applied Mathematics 

Jour. of Applied Che2:『: | 1960-
Jour. of the Acoustical Soc. of 
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America 1929-

]our. of the Aero/Space Sciences 

(formery Jour. of the Aero. Sci.) 

1934-

J our. of the American Ceramic 

Society 1955-

]our. of the Amer. Chemical 

Society 1880-

]our. of the Amer. Oil Chemists' 

Society 1951-

Jour. of the British IRE 

1959-

]our. of the Chemical Society 

1885-

Jour. of the Electrochemical 

Society 1952-

]our. of the Franklin Institute 

1905-1941, 1951-

]our. of the Institute of Metals 

1909-

Jour. of the Institute of Petroleum 

1914-

Jour. of the Iron & Steel Institute 
1882-1940, 1956-

Jour. of the Mechanics and Physics 

of Solids 1952-

..Tour. of the Optical Soc. of America 

1917-

Jour. of the Royal Aeronautical 

Society 1897-

Jour. of the Soc. for Nondestructive 

Testing 1959-

Justus Liebig's Annalen der 

Chemie 1832-1941, 1951-

Kolloid-Zeitschrift 1906-1941, 1953-

Kunststoffe 1961-

Lubrication Engineering 

1955-

Machinery 1927-1941, 1950-

Makromolekulare Chemie 

1947-

Materials in Design Engineering 

(formery Materials & Methods) 

1950, 1952-

Mathematics of Computation 

1960-

Mechanical Engineering 

1906-

Metal Finishing 1951, 1953-

Metal Industry 1924-1941, 1951-

Metal Progress 1931-

Missiles and Rockets 1958-

Modern Plastic 1939-1940, 1953-

Molecular Physics 1961-

NASA Report* 1915-

NASA Tech. Note* 1936-

Nachrichtentechniche Zeitschrift 

1955-

Nature 1869-1927, 1928-

1941, 1950-

Naturwissenschaften 1913-1940, 1951-

NLGI Spokesman 1955-

Nondestructive Testing 

1959-

N ucleonics 1947-

Nuclear Engineering* 

1958-1959 

Nuclear Physics 1956-

Numerische Mathematik 

19•61-
Nuovo Cimento 1924-1940, 1955-

1959 

Oil and Gas Journal 1934-1941, 1953-

Oil Engine and Gas Turbine 

1933-1941, 1951-

PMM Jour. of Applied Mathematics 

and Mechanics 1960-

Petroleum Refiner 1936-1941, 1953-

Philips Research Reports 

1955-

Philosophical Magazine 

1877-

Phil. Trans. of the Royal Soc. (A) 

1860-1940, 1949-

Physica 1934-1941, 1946, 

1949-1950, 1952-

Physical Review 1893-

Physical Review Letters 
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1958- I 1955-1959, 1961-

Phy;;ics Express 1960- I Recueil de Travaux Chimiques 
Physics of Fluids 1958- ' des Pays-Bas 1882-1941, 1957-

Physics of Metals and Metallography 1959 

1959- Regelungtechnik 1960-

Planseeberichte fiir Pulvermetallurgie I Rendiconti del circoio'Mathematico 
Vereinigt mit Powder Metallurgie I di Palermo* 1952-

Bulletin 1961- I Review of Modern Physics 
Polymer 1961- I 1929-

Powder Metallurgy (B) , Review of Scientific Instruments 

1961- I 1930-

Powder Metallurgy Bulletin I Rubber Chemistry and Technology 
1957- I 1928-1941, 1951-

Power Express 1960- I SAE Journal 1917-

Precision Metal Molding , SAE T ransactions 1953-

1959- I Science Abstracts (A) 
Proc. of the ASTM 1902-1940, 1949-I 1898~ 
Proc. of the Camb. Phil. Soc.* I Science Abstracts (B) 

1876- I 1898-

Proc. of Institution of Mechannical Scientific Lubrication 1957-

Engineers 1881-1941, 1950-I Schell Aviation News* 

Proc. of the Inst. of Electrical I 1960-

Engineers 1872- I Siemens Zeit* 1959-

sics-Acoustics Proc. of tl1e IRE 1914- I Soviet Physi 
Proc. Koninklijke Neder!andse I 1959-

Akademie van Wetenschappen I Soviet Physics—JETP 
1958-1959 1 1955-

Proc. of the National Academy of 

Sciences 1915-1941, 1951-

Proc. of the Physical Society 

1874-

Proc. of the Royal Irish Academy* 

1924-1941, 1948-

Proc. of the Royal Soc. (A) 

1874-

Proc. of the Soc. for Experimental 

Stress Analysis 1954-

Product Engineering 1956-

Quarterly Jour. of Mech. and Appl. 

Mathematics 1948-

Quarterly of Appl. Mathematics 

1950-

RCA Review 1957-

Recherche AもronautiqueONERA * 
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Soviet Physics-Solid State 

1960-

Soviet Physics-Tech. -Physics 

1959-

Soviet Physics USPEKHI 

1959-

Space Technology 1958-

SPE Jour. 1961-

Stahl und Eisen 1881-1941, 1955-

Technika Lotnicza* 1958-

Trans. of Amer. Soc. for Metals 

1922-

Trans. of British Ceramic Soc. 

1961一

Trans. of Soc. of Instrument 

Technology 1961-

I Trans. of the AIEE 1901-1936, 1957-
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Trans. of the American Foundrymen's 1960-

Soc. 1961- Zeit. £. anornani . anorganische u. allgemeine 
Trans. of the Meはllur.Soc. of Chemie 1892-1940, 1955-

AIME 1920→940, 1948- Zeit. £. Elelctorchemie 
Trans. of the ASME 1894-

1880-1941, 1948- . Zeit. f. Fl . Flugwissenschaftn ＊ 

Trans. of the Faraday Society I 1956-

1905- 'Zeit. f. Metallkunde 1919-1940, 1951-

Univ. of Illinois Engineering Experi- Zeit. f. Naturforschung (a) 

ment Station* 1958- 1946-

VDI Forschungsheft 1949-

VDI Zeitschrift 1900-1940, 1950-

Wear 1957-

Werkstatt und Bertrieb 

1940-1941, 1955-

1959-

Werkstattstechnik 1958-1959 

Zeit. f. angewandte Mathematik u. 

Mech. 1921-

Zeit. f. angewandte Mathematik u. 

Physik 1950-

Zeit. f. angewandte Physik 

Zeit. f. Physik 1920-

Zeit. f. Physikalische Chemie 

1887-

Zeit. f. Physika!ische Chemie 

(West German) 1954-

Zentralblatt f. Mathern. u. ihre 
Grenzgebiete 1931-1941, 1951-

1959 
物理学報＊

中国科学＊

燃料学報＊

力学学報＊

1958-

1958-

1958-

1958-

53 

This document is provided by JAXA.



III. 教 育 活 動

1. 大 学 院

本所は東京大学の一部局として，教授および助教授が東京大学大学院におい

て学生の指導にあたっている．本所の関係する研究科は数物系研究科（物理 ・

応用物理 ・電気 ・航空 ・精密加工）と化学系研究科（化学 ・応用化学 ・冶金）

である．

本所において現在教育を受けている大学院学生は次の通である．

研究 科 I

数物系研 究科

” 
化 学 系研究科

” 
” 

専攻科目

” 

課 程

ス

ス

ス

ス

ス

―
―
―
―

―
 

コ

コ

コ

コ

コ

士

士

士

士

土

博

修

博

修

関

人 員

航

化

冶

空

”

学

学

金

2

9

2

2

1
 

9
i
 
研 究 生

大学卒業または同程度以上の学力をもつ者に対し， 個人・ 会社または官公庁

の申出を受けて，定まった研究事項について指導する研究生の制度がある．

さらに昭和 33年度から，民間会社に勤務する技術者の一層の技術向上をは

かることを目的と して受託研究員制度が実施せられ，本所もその受入れを行な

っている．

これらの研究生は 12名，受託研究員は 6名いる．
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IV. 研究成果発表の状況

1. 刊行物

本所の研究成果は，おもに英文で虚かれる不定期刊行の‘‘束京大学航空研究

所報告”(Report,Aeronautical Rernarch Institute, University of Tokyo)，な

らびに和文で書かれる季刊の ‘‘東京大学航空研究所集報”によ って発表される．

終戦前の ‘‘東京帝国大学航空研究所報告’'が 329号で絶えており，英文報告は

それを継承して 330号から始められた．すでに昭和 34年度までに報告 23冊

(No. 330~No. 352)，集報7冊が発行されており，昭和 35年度において刊行

された報告および簗報は次の通りである．

Report, Aeronautical Research Institute, University of Tokyo 

No. 353 (May, 1960) 

Koryo MIURA: Thermal Buckling of Rectangular Plates. 

No. 354（珈y,1960) 

Koryo MIURA: On Torsional Rigidity and Torsional Vibration of Aerodyna-

mically Heated Wings Having a Small Amount of Pretwist. 

No. 355（珈y,1960) 

Koryo MIURA: An Approximate Treatment of Laminer Heat Transfer Coefficient 

and its Application to the Calculation of Temperature of Super-sonic Vehicles. 

No. 356 (May, 1960) 

Megumi SUNAKAWA and Masuji UEMURA: Symmetrical Buckling of Cylindrical 

Shells under External Pressure. 

No. 357 (June, 1960) 

Hiroshi TSUJI : Ignition and Flame Stabilization of Stream of Combustible 

Gaseous Mixtures by Hot Jet. 

No. 358 (July, 1960) 

Koichi OSHIMA: Blast Waves Produced by Exploding Wire. 

No. 359 (December, 1960) 

Megumi SUNAKAWA and Masuji UEMURA: Deformation and Thermal Stress in 

a Rectangular Plate Subjected to Aerodynamic Heating (For the Case of Simply 

Supported Edges). 
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No. 360 (December, 1960) 
y asushi ISHII : Statistical Design of Control Systems Containing Digital Devices. 

No. 361 (Febrnary, 1961) 
Humio NARUSE: Approximate Solutions of the Hypersonic Laminer Boundary 

Layer Equations with Heat Transfer and Arbitrary Pressue Gradient and Their 

Applications. 

No. 362 (February, 1961) 

Y asuhiko AIHARA : Stability of the Compressible Boundary Layer along a Curved 

Wall under Gortler-Type Disturbances. 

No. 363 (March, 1961) 

Keiichi I伍 RASHIMA: Instability of Shock Wave on Thin Airfoil in High Subsonic・ 

Flow. 

東京大学航空研究所集報

第2巻第2号（通巻第8号） （昭和35年 6月）

吉村慶丸 ：弾性殻の有限変位理論

砂川恵： 接手の熱応力

銭 福星 ：回転対称胴体の非定常閻題

福井伸ニ・消野次郎：冷間における開放型ダイス押出加工

第2巻 第3号（通巻第9号） （昭和35年 9月）

橋本静代 ・村／II 菜： プラズマの温度と電子密度の測定法

村JII菜： ステンレス 17-7PHの圧延板における低温焼鈍効果

大島耕一 ：爆風の準相似解について

銭 福星：飛行体の空力安定微係数（第1報）

第2巻第4号（通巻第 10号） （昭和35年 12月）

銭 福星 ：飛行体の空力安定徴係数（第2報）

砂川 恵：後退箱型翼の応力分布に関する実験

河田幸三 • 井上宏起：異なる鋭さをもつ切欠部の降伏の実物光塑性解析

第2巻 第5号（通巻第11号） （昭和36年3月）
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村川 菜・三島良績・中谷 宏・横井錬三：ベリリウム銅の板（精密計測材料）

大島耕一 • 清田 清：水中において忽速に加熱された水塊の運動について

銭福星：極超音速における回転対称胴体の非定常問題

砂川 恵：円板の熱変形
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2. 所外の学術雑誌などに発表のもの

(1960/ 4-1961/3) 

研究者 題 目 雑誌名・講演会名

Tani, I. -I 
． 

Effect of Two-Dimensional and 

Isolated Rouglmess on Laminar 

Flow. 

Tani, I. 1 Some Aspects of Boundary Layer Proceedings of the Second 

Transition at Subsonic Speeds. 

Boundary Layer Control. 

Pergamon Press, 1961. 

International Congress of 

ICAS, Zurich, 

September 1960. 

河村龍馬 I外国の馬速風洞 ・ 日本航空学会誌 8,78 

(1960/7), 204. 

Imai, I. I On Flows of Conducting Fluids past j Rev. Modern Physics, 32, 
Bodies. I 4(1960/10)，992-999. 

Imai, I. I Asymptotic Behavior of the Flow Partial Differential Equa-

past a Body of a Compressible, , tions and Continuum 

Viscous or Electrically Conducting 

Fluid. 

Imai, I. j Lec;ons de Magnもtohydrodynamique. Publications de !'Institute 

de Mもcaniquedes Flui-

des, Universite d'Aix-

Marseille, 101 (1961/3), 

1-75. 

Imai, I. Theory of Drag of Bluff Bodies. 

Imai, I. Magnetoaerodynamics in Japan. 

Mechanics, ed. by R.E. 

Langer. The Univ. of 

Wisconsin Press, 1961, 

177-205. 

10th Intern. Conger. Appl, 

Mech., Stresa, Aug. 31, 

1960. 

2nd Intern. Conger., ICAS 

(Intern. Council of the 

Aeron. Sci.), Zurich, 

Sept. 15, 1960. 
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研 究者 題 目 雑誌名・購演会名

Sato, H. The Hall Effect in the Electro-

magnetic Acceleration of Plasma. 

Oguchi, H. 

Oguchi, H, 

Hashimoto, H. 

Hashimoto, H. 

Hashimoto, H. 

Hashimoto, H. 

池 田 健

同 上

富 田

浦

文

公

治

亮

同 上

浦 公 亮

池

古

酒

田

田敏

巻 正

健

康

守

The Sharp Leading Edge Problem 

in Hypersonic Flow. 

Blunt Body Viscous Layer with and 

without a Magnetic Field. 

Steady Longitudinal Motion of a 

Cylinder in a Conducting Fluid. 

Magnetohydrodynamic Wakes in a 

Viscous Conducting Fluid. 

Effect of a Magnetic Field on the 

Flow of a Conducting Fluid 

through an Orifice. 

A Motion of a Cylinder in a 

Conducting Fluid. 

ロケット ボディのピッチングモ ーメ

ント係数に及ぽす曲げ変形の影饗

ロケットの偏心横荷露について

ロケット飛行体の動的安定

Thermal layer（熱屈）の理論的根拠

熱伝導および熱弾性諸問題への熱層

理論の応用

熱伝導問題の近似解とロケット設計

への応用（ノズル ・モータ壁 ・熱

応用 ・変形 ・コ ーティング・熱衝

繋等）

ロケット燃焼室の樅造について

Proc. 2nd Intern. Sympo-

sium on Rockets and 

Astronautics, Tokyo, 

1960, 132-136. 

Brown Univ. Report ARL 

TN 60-133, 1960/8. 

Phys. of Fluids, 3, 4 

(1960/7-8), 567-580. 

Jour. of Fluid Mechanics, 

8. Part 1 (1960), 61-81. 

Rev. Modem Physics, 32, 

4 (1960), 860-866. 

Physics of Fluids, 4, 1 

(1961), 161. 

10th Intern. Congr. Appl. 

Mech., Stresa, Sept. 2, 

1960. 

宇宙科学技術シンポジ ウ

ム，1961/2.

同

同

同

同

上

上

上

上

宇宙科学技術シンボジウ

ム，1960/8.

宇宙科学技術シンポジウム

1960/8. 
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研究者

吉

同 上

同

同

村 慶

上

上

同 上

同 上

丸

Yoshimura, Y. 

Uemura, M. and 

Sunaka~a, M. I 

外圧による部分円筒殻の対称挫屈

l 

i 

植

砂

植

砂

穂

穂

同

村 益

JI! 

村益

J I I 

穂坂

ほか 1名

坂

坂

上

次

窓

次

恵

衛

衛

術

I— 

I 

題

非線形，有限変形弾性理論 (I.

ずみおよび応力の平衡）

同上 (II. 一般原理と非線形弾性法

則）

塑性理論の進展

塑性の二三の基本的問題

目

ひ

殻の熱弾性一般理論

熱と外荷重を受ける矩形板の挫屈強

度

Non-Uniqueness and Stability of 

Solution for Finite Elastic 

Deformations. 

Deformation and Thermal Stress in 

a Rectangular Plate Subjected to 

Kinetic Heating. 

空力加熱による超音速航空機構造の

諸問題

空力加熱による矩形平板の熱変形

（四辺固定の場合）

カーリターダ自動速度制御装罷のシ

ンセシス

翌延線を用いるプロック演算につい

て

遅延線を用いるプロック演算につい

て

空間運動とレゾルパおよび ジャ イロ

の応用

雑誌名・講演会名

日本機械学会論文集， 26

(1960), 988 

同上， 26(1960), 995 

機械の研究， 12(1960), 509' 

塑性と加工， 2,6 (1961), 

208 

日本航空学会 1961年構造

強度シンボジウム購演

集， 47.

同 上， 53.

Proc. 10th Japan National" 

Congr. Appl. Mech., 

(1960), 25. 

Proc. 10th Japan National 

Congr. Appl. Mech., 

(1960), 55-60. 

日本機械学会論文集 26,

170 (1960/10), 1317 

同上，26,164 (1960/4), 510i 

日本航空学会誌， 9,85 

(1961/2), 37 

日本機械学会諭文集， 164

(1960/4), 646-655. 

電通学会志門委．講演

(1960/6) 

情報処理学会誌，1,2 

(1960/9), 99-106. 

日本航空学会誌， 8,82 

(1960/11), 332-339. 
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研究者 I 
穂 坂 衛

穂 坂 衛

ほか 4名

穂 坂 術

ほか 3名

題 目

飛行制御の諸問題

ディジ タル演算高速化装慨， I, Il 

座席予約電子装岡 MARSI 

雑誌名 ・講洪会名

日本機械学会誌， 64,505 

(1961/2), 251-262. 

三菱電機，34,9および 10

(1960/9,10) 1-8, 1-11. 

日立評論別冊 39号

(1961/3), 56-62. 

大須賀節雄 定常上昇中の航空機の縦の動安定に 日本航空学会誌， 8,80 

ほか 1名 閃する一覚害 (1960/9), 249~252 

大須賀節雄 ホーミ ングを行なう飛しょう体の運 日本航空学会誌， 8,81 

動解析 (1960/10), 285-290 

同上 ホーミングを行なう飛し ょう 体の運 同上， 8,83 (1960/12), 

動の安定性について 353-361 

Asanuma, T. On the Effects of Leng出 ofan Intake Bulletin of JSME, 3, 9 

ほか 1名 Pipe on the Delivery Ratio in a (1960), 137-142. 

Small Two-Stroke Cycle Engine. 

Asanuma, T. On tl1e Effects of the Position of a Bulletin of JSME, 3, 9 

ほか 1名 Carburetor on the Combustion in (1960), 143-149. 

a Small Two-Stroke Cycle Engine. 

Asanuma, T. I Gas Sampling Valve for Measming 1961 SAE International 
ほか 1名 Scavenging Efficiency in High- 1 Congress, No. T 36. 

Speed Two-Stroke Engines. I Jan. 9-13, 1961. 

Kumagai, S. I Ignition of Solid Propellants by Eighth Intern. Symposium 
ほか 1名 Periodic Heating with Special on Combustion held at 

Reference to Instability in Solid CIT, Pasadena, Calif. 

Propellant Rockets. USA, Aug. 30, 1960. 

曾田範宗 1 金属の摩耗 I 潤滑，5,3 (1960/5), 109 
辻 広 』 ロケッ ト表面の冷却法ー一可燃性ガ 機械の研究， 12,5 

スの吹き出しによる
I 
(1960/5), 653-660 

辻 広 1 反応性ガスカ学における最近の発展 1 日本機械学会誌， 63,499 

(1960/8), 1171-1178 
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一
研 究者 題 目 雑誌名 ・講演会名

Yamazaki, K. 

and Tsuji, H. 

五十 嵐寿 一 Aerodynamic noiseについて

稿

村

本静

JII 

代

禁

実

郎

登

潤

実

三

田

善

羽

宮

口

井

岡

沢

丹

田

東

東 ロ 実

沢井善三郎

田 宮潤

東口実

橋本吉郎

岡田

田宮

佐藤 義

伊藤益

ほか 1名

東

佐

山

岡

田

東

岡

丹

義

遊
藤

下

ロ

田

宮

口

田

羽

実

潤

正

敏

丹羽登

佐下橋市太郎

今 村和 彦

実

正

夫

実

濶

実

実

登

An Experimental Investigation on 

the Stability of Turbulent Burner 

Flames. 

ヘリウムプラズマの温度 と電子密度

機上ドプラ レーグの研究

機上ドプラレ ーダ信号の解析

機上 ドプラ レーダ用周波数追跡装置

試作機器に よる機上ド プラ レーダ送

信機の検討

機上ドプラ レー ダ用超音波シミュレ

ータ

機上ドプラレー ダ信号シ ミュレータ

Airborne Doppler Radar Navigator 

について

Airbore Doppler Radar Simulator 

について

Eighth Intern. Symposium, 

CIT, (Aug. 28-Sept. 2, 

1960), Abstracts of 

Paper, 124-126. 

日本音響学会論文集，

1960/11 

日本物理学会， 1960年秋期

分科会講演．1960/10/17

昭和 35年度電気四学会連

合大会 (1960/7),1808. 

同

同

上， 1809.

上， 1810.

同 上，1811.

同 上， 1812.

同 _I:., 1813. 

砲気通信学会航空咆子機器

研究専門委員会資料

(1960/9). 

同 上
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~ - -= 

研 究 者

東 ロ 実

丹羽登

佐下橋市太郎

今村和彦

Tamiya, J. 

Tamiya, J. 

田

橋

田

宮 吉

宮

河津祐

ほか 4名

河津祐

ほか 5名

河 津 祐

河津祐

ほか 2名

石 井

福井伸

河田幸

消野次

ほか 1名

福井伸

清野次

筍谷

ほか 1名

福

河

井

田
伸

幸

潤
郎

潤

元

-
R
 

元

元

泰

二

三

郎

二

郎

戌

二

題 目

MgO冷陰極管のコン ダクタンス と

雑音特性

バラバ ルーンアン テナ

開放同軸形 トン ネル内伝送線路

成屈画通信方式

-I一誌名・ 講演会名
I 起音波に よる Airborne Doppler 

Radar Simulatorについて

A New Method for the Measurement 

of Cathode Interface Impedance. 

Nonlinear Effect upon the Equivalent 

Circuit of Interface Impedance in 

Pulse Methods. 

雑音測定用自乗出力叶

見透し外伝播における fading対策

の検討

ディジタル方式による竜動機速度制

御

薄板の爆発成形についての二三の実

験

四角筒容器の再絞り加工の研究

（その 1)

薄板金属の爆発張り出しについて

電気通信学会超音波研究専

門委貝会資料 (1960/11)

RSI, 31, 7 (1960/7), 696. 

RSI, 31, 7 (1960/7), 786.. 

昭和 35年度電気通信学会

全国大会 (1960/11),112 

同 上， 212

昭和 35年度電気四学会連

合大会 (1960/7),1141. 

同 上， 1184

昭和 35年度電気通信学会

全国大会 (1960/11),403、

同 上， 12-4.

第 3回自動制御連合講演会

資料，（1960/11),149-150

宇宙科学技術シンポジウム

前刷，（1960/8),1-10. 

第 11回塑性加工諾演会前

届り， （1960/11), 45-48. 

同 上，53-58.

62 

This document is provided by JAXA.



研 究 題 目 雑誌名・ 講演会名

清野次

ほか 1名

次

幸

伸

名

幸

次

伸

名

伸

幸

次

名

1

2

1

 

野

田

井

か

田

野

井

か

井

田

野

か

ほ

ほ

ほ

清

河

福

河

清

福

福

河

清

河

井

河

田

上

田

幸

宏

幸

河

北

河

北

福

河

田

川

田

川

井

田

幸

義

幸

義

伸

幸

同

同
上

上

同 上

麻

小
田 吉

者

郎

郎

三

二

三

郎

二

二

三

郎

一
起

一
雄

一
雄

宏

蔵

薄板の爆発成形について

爆発成形に関する二三の基礎的測定

について

半球形ダイス を用いた繰発成形につ

いて

切欠部の降伏の実物光塑性解析

光弾性皮膜法による二三の解析につ

し、て

プラズマジェットによる材料のアプ

レーション特性の研究について

プラズマジェットによる材料のアプ

レーショ ン特性の研究（第 2報）

熱衝整応力の光弾性解析

金属の弾塑性の光弾性皮膜法解折

光塑性の原理と応用

材料力学的に見た高分子の強さ

アルミニウムおよび Al-Mn合金に

おける substructurehardening 

宇宙科学技術シンボジ ウム

前刷， （1961/2),33-37、

同 上， 16-18.

第 11回塑性加工講演会前

屈U,(1960/11), 59-63. 

同 上， 95-99.

1961年構造強度シ ンポジウ

ム誰演集，（1961/2),93→

97. 

宇宙科学技術シンボジウム

育『届り，（1960/8),119-122. 

同 上，（1961/2),28-32. 

第 7回応用物理連合講演会

予稿集 (1960/4), 5. 

同 上， 13-・14.

塑性と加工， 1,2 

(1960/5), 77-88. 

高分子 9, 100 (1960/7). 

474-479. 

軽金属 11,1 (1961/1),35 
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研究者 題

麻 田 宏 I61Sの押出し効果
小池吉蔵

目 雑誌名・講演会名

軽金属， 11, 1 (1961/1), 

43. 

同上 61S押出し材の押出し条件と強力性 軽金属研究会第 19回講演

の関係 会前刷，（1960/11/15-16)

Alおよび Al-Mn合金における 日本金属学会第47回大会

prestrain-annealingによる強化効果 前刷，（1960/10/3-7).

麻 田 宏 1 マグネシウム結晶の非底面とりの発 日本金属学会第46回大会

吉永日出男 生条件 前刷，（1960/4/1-4). 

同上

同上 マグネシウムの底面とりおよび非底 日本金属学会第47回大会

面とりの臨界剪断応力に及ぼす力 前刷，（1960/10/3-7).

ドミウム添加の効果

麻 田 宏 マグネシウムの機械的性質に及ぼす 同上

堀 内 良 カドミウム添加の効果

吉永日出男

麻 田 宏 マグネシウム合金の耐食性に及ぼす 軽金属研究会第 18回講演

堀内 良 加工歪の影響 会前刷，（1960/6/2-3).

小森進一

麻 田 宏 マグネシウム合金の耐食性に及ぼす 軽釜属研究会第 19回講演

堀内 良 加工と熱処理の影響 会前刷，（1960/11/15-16)

仁木栄次 チタン ；りーバ イト ・サーメットおよ 工業化学雑誌 63,7(1960), 

小原嗣朗 びアルミナのホ ノトプレス 1121. 

田尻雅一

小原嗣朗 アルミニウム単結晶の迅速方位決定 軽金属， 10,5 (1960/9), 24 

法．（1)最大光輝法および光像法

同 上 同．（2)透過ラウエ法 同， 10,6 (1960/11), 10. 

仁木栄次 宇宙開発：構造材料 工業レアメタル， 17(1961) 

Niki, E., ! Sintering of Oxide and Compositions J our. of the American 
ほか 2名 in Presence of a Liquid Phase. Ceramic Soc., 44, 1 

Niki, E. 
” 

A. C. Polarography of Chelate-

Complexed Metallic Ions. 

(1961), 29. 

Adv. Polarography (2nd 

Intern. Congr., Cambri-

dge, Pergamon Press) 

3, 991. 
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研究者 題 目 雑誌名・講浪会名

岩 間 彬 推進剤の理論性能計算のプログラミ 工業化学雑誌， 63,11 

山崎毅六 ングの一方法とその計冥例，H~ (1960/11), 1886-1890. 

青柳鐘 一郎 F系 ロケット研究ノート 2,47 

(1960/7). 

岩 間 彬 自燃性2元推進剤の着火遅れに及ぼ 工業化学雑誌， 63,11 

山崎毅六 すパラメーターの影轡(I)一液温 (1960/11), 1879-1883. 

・酸化剤浪度 ・減庄雰囲気および

燃料組成によるその変化

同 上 同上(II)一加圧雰囲気におけるその 同上， 63,11 (1960/11), 

変化 1883-1886. 

山崎毅六 同上(JII)一定常燃焼圧力と雰囲気下 ロケット研究ノート， 2,

岩 間 彬 における変化 52 (1960/9). 

山崎毅六 電気点火4サイク ル機関の燃焼室を 高圧ガ ス協会誌 24,4 

ほか 1名 反応器とするメタ ンの変成 (1960/4), 189-194 

同 上 ガスタ ービンによるメタンの変成 工業化学雑誌， 63,8 

(1960/8), 1358-1360. 

同 上 内燃機関によるメタンの変成 同上， 63,8 (1960/8), 

1361-1363. 

同 上 燃料噴霧の火花点火 日本機械学会論文集， 26,

168 (1960/8), 1151-1159 

山崎毅六 ロケットの化学燃料 真空化学会誌， 8,4 (1960/ 

10), 163-168. 

山綺毅六 燃料噴霧の箸火おくれ 日本機械学会論文集， 26,

ほか 1名 171(1960/11),1662-1667 

山崎毅六 衝撃波によるプロバンー酸素混合気 工業化学雑誌， 63,12 

加藤芳雄 の着火 (1960/12), 2124-2130. 

山崎毅六 液体ロケット燃料 同上， 63,11 (1960/11), 

1859-1864. 

山崎毅六 ロケット燃料 有機合成化学協会誌，

18, 4 (1960/ 4), 241-251 

山崎毅六 固体推進剤の燃焼機樽 日本航空学会誌， 9,84 

岩 間 彬 (1961/1), 9-21. 

神戸博太郎 高分子物質の示差熱分析 高分子， 9(1960), 389. 
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研究者 題 目 雑誌名・講演会名

神戸博太郎 ’ 非ニュートン流動 化学と工業， 13(1960),663 
| 

神戸博太郎 やわらかい物質の針入度に関する研 油化学，9(1960), 491. 

ほか 2名 究（第 3報）

神戸 博太 郎 高分子溶融物の流動性 生産研究， 13(1961), 82. 

同 上 色のついたせっけん

ー 田 達 グラフトボリマー合成反応

コロイ ドと界面活性剤， 2

(1961) 130. 

高分子， 10(1961), 76. 

神戸博太郎 高分子物質の熱分析的研究（第 1報） 日化第 13年会講演，

五十嵐正 ー 自動記録型熱天秤の試作 (1960/4). 

同上 同上（第2報）． ポリエチ レンの熱分 高分子第 9回年次大会講演

析 (1960/5).

神戸博太郎 高分子物質のガ スク ロマ トグラフィ 同上

柴崎芳夫 ー（第 1報）．ポリエチレン熱分析

生成物の分析

高野正治 浪厚分散系の流動学的性質（続報） 日化第 13年会講演，

神戸博太郎 (1960/4). 

同上．特に BaSO,ーボリイソプチ レ 第9回レ オロジー討論会講

ン分散系の レオ ロジー 演，（1960/10).

ー 田 逹 光散乱によるグラフトボリマ ーの研 高分子第9回年次大会講演

究 (1960/5).

同上

V. 機構 ・職員 ・予算

1. 機 構

（この項は昭和36年7月現在）

本研究所は，研究部を主体としてこれに関連する事務部 ・エ作工場を置き，

他の特殊の問題については必要に応じてその都度委員会を構成して所長の諮問

に応じ，あるいは実行に当っている．

本研究所の機構を図示すれば 67ページに示す通りである．
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！ー一所員会

一常置委員会

I 
一幹事会 部所員会

l 

ー航空力学部一
一幹事一事務室

ー各研究室

部所員会

I 
‘一原動機部一

一幹事ー事務室

ー各研究室

部所員
l 

幹事一

1ー各研究室

部所員会

1一材料部一I
一幹事ー事務室

| 
I ! ー各研究室

ーロケット総合研究部
所．Iそ―--
l | ―庶務主任一庶務掛・人事掛

ー会計主任ー出納掛・給与掛・用度掛
ー事務部一ー事務長一

ー施設主任営繕掛・電気掛

ー 一図書掛・業務掛

ーエ作工場 工作工場主任—―ー工場掛

ー図書・出版委員会

ー講演委員会

ー技術管理委員会

一常置運営関係委員会ー一厚生委員会

ーエ作運営委員会ーエレクトロニックスシ ョッフ
小委員会

臨

I 
ー研究室規正委員会

一輸送機技術委員会
会—:

1ー 物1生研との連絡委員会

ー空気源建設委員会

-―協力機関 生研・航研連絡会議

時委員

l―電子計算機委員会
-RI委員会
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2.職員

（この項は昭和 36年7月現在）

a. 講座およぴ職員数

講座数： 25講座

職員数： 職種別職員数

教官 i
―・―  事務官

教授助教授講師 i助手！

4* 4* 

18 18 

99~4 

2
 
3
 ゜

27 

， 
， 

技官；雇姉人 非常勤ず

職員
計

- ；- - -i 
| 

34 1 68 20 i 217 
・--・・・-

＊ 併任（研究担任を含む）・

↑ 非常勤職員は常勁的芽常勤職員を示す．

系統別職員数

区 分 研究系統 事務系統 技術系統

教授 4* 18 事務官 27 技 官 26 

助教授 4* 18 雇傭人 7 雇傭人 46 

講師

゜
非常勤職員t 6 非常勤職員t 10 

職 種 助手 32 

技官 8 

雇傭人 1 

計 77 計 40 計 82 

区 分 労務系統 」ヽ、計 職 員 外 合 計

雇傭人 14 研究生 12 

非常勤職員i• 4 受託研究員 6 

内地研究員 1 
職 種

大学院学生 16 

その他 49 

計 18 217 計 84 301 

＊ 併任（研究担任を含む）．

非常咄醗只It'れ他的 J「‘伍弱職Liと示
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b. おもな職員

所 長

名誉教授

教授 ・エ博 ・エ

理博 ・理

工博・エ

理博・理

工博・エ

理博・理

教 授

材料加工学

航空物理学

稀薄気体力学

軽合金

航 空計測

機体構造力学

航空電気工学

燃料および潤滑油

潤滑

伝熱学

機体熱強度学

物理化学

超音速空気力学

ラムジェット

極超音速空気力学

噴射推進機構

航空振動

物理計測学

航空材料（無機）

航空電子機器学

助 教 授

舷空電気工学

工博 ・エ

理博 ・理

工博・エ

工悼 ・エ

工博 ・エ

工博・エ

工博 ・エ

工博 ・エ

工博・エ

工博・エ

工博・ 理

理博・理

工博・エ

工博 ・エ

（併任）理博 ・理

（併任）エ博 ・エ

工博・エ

理博・理

工博・エ

工博 ・～t

工博・エ

福

福

村

谷

麻

岡

池

岡

山

曽

八

井 伸

小林辰男

永井雄 三 郎

山口文之助

河田三治

佐藤孝二

井伸

JI! 

田

田

崎

崎

田

田

三

毅

範

桂

疫

正

龍

田

村

角

村

沼

吉

八

河

浅

二

架

郎

宏

実

健

郎

六

宗

三

丸

士

馬

強

今井功

熊谷清一郎

穂坂衛

五十嵐 寿一

仁木 栄次

河津祐元

丹 羽 登
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航空材料（有機）

噴射推進機構

翼理論および境界層

燃焼

ターボジェット機関

航空計測

超音速空気力学

機体熱強度学

材料加工学

極超音速空気力学

機体構造力学

航空物理学

亜音速および遷音速空気力学

航空制御

軽合金

航空材料 （無機）

物理計測学

研究担任

物理計測学

航空物理学

航空制御

ターボジェット機関

材料加工学

航空材料（無機）

工博 ・理

工博・理

工博・エ

::r. 

工

工博・エ

事

旧

務

職

長

員

理

理博・理

工博・ ニ

工博 ・エ

工博 ・エ

工博・エ

工博・エ

工博 ・エ

工博・エ

理博 ・理

工

工

工

工博・エ

工博・エ

工

工博 ・エ

教

助教授

教授

教

授

神戸博太郎

倉谷健治

佐藤浩

辻広

田中英穂

田宮潤

小口伯郎

植村益次

河田幸三

橋本英典

富田文治

太刀川恭治

大島耕

東口

堀内

小原嗣

井石

実

良

朗

泰

磯部孝

高橋喜久雄

沢井善三郎

高 田 浩之

植村恒義

水池敦

油井栄 三 郎

授

山口文 之助

和田次郎

河田三治

佐藤孝二
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非常勤研究員 男

鼎

彦

突

静

健

宏

原

田

田

村

菊

角

更

川

＆ 予 尊

i. 昭和 35年度支出済額

総額

人件費

物件費

教官研究費

研究用機器整備費

新部門設備費

特殊装置運転費

特殊研究費

研究報告出版費

受託研究費

工場経費

その他の経費

科学研究費交付金

総額

各個研究

機関研究

ii. 昭和 36年度予算額

総額

人件費

物件費

教官研究費

研究用機器整備費

特殊装置運転費

238,294,500円

87,673,000 

150,621,500 

58,146,700 

58,200,000 

19,100,000 

4,405,000 

2,970,000 

644,000 

2,000,000 

3,900,200 

1,255,600 

8,690,000円

690,000 

8,000,000 

且仕758,000円

96,440,000 

145,318,000 

72,166,000 

59,400,000 

4,405,000 
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特殊研究費 1,980,000 

研究報告出版費 550,000 

受託研究費 2,000,000 

エ 場 経 費 3,900,400 

その他の経費 916,600 

科学研究費交付金

総 額 9,290,000円

各 個 研 究 1,570,000 

機 関 研 究 7,720,000 
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